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１　は　じ　め　に

　第２次世界大戦前，繊維品は日本の輸出の主座を占めていた。ことに製糸 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
紡績などの繊維産業は，資本主義発達におげる「近代的大工業の母胎」であり ，

目本においては後発資本主義国として欧米の生産力，競争力に追いつかんがた

めに，政府の保護育成そして「集中的形態」を採用することによっ て発展して

きたのであ った。目本の繊維産業は，一方ではｒ植民地＝印度以下的な労働賃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
銀と肉体消磨的な徹夜業，拘置的た寄舎宿制度」によっ て， 労働力の価値以下

への切り下げと，労働強度の増大を可能にさせ国際的競争力を向上していくこ

ととな った。やがて繊維産業は目本の主力輸出商品を生む産業に発展してい っ

た。 １９３３～５年においては，目本の総輸出の中で綿織物２０．６％，生糸１６．３％
，

人絹織物４．８％，絹織物３．３％，その他繊維製品３．２劣，繊維合計で４８．２％

と約半数を占めるにいた ったのである。この繊維産業の輸出の拡大は，国民経

済的視点からすれぱ，あたかも繊維品を輸出し，原材料 ・機械類などを輸入す

るという特殊日本型貿易構造のようにみることができよう 。こうした戦前の日

　　　　　　　　　　　　　　　　（２８１）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
本の貿易構造の特殊性は，故名和統一氏によっ てｒ三環節論」として位置っげ

られ，戦前の日本貿易分析の有力た理論とされたのでもあ った 。

　戦前の基幹産業でもあ った繊維産業は，第２次世界大戦後は大きく様変わり

をみせることにな った。戦前のようた輸出の花形としての産業部門ではなく ，

戦後のそれはｒ停滞」あるいはｒ衰退」産業部門といわれるようにな ってきた

ことである。事実輸出の主座は，自動車，鉄鋼，家庭電器，科学機器などに奪

われていき，また目本の産業部門にあ って技術革新の最先端をいく電子産業に

比すれば，在来型の旧式産業のようにしか人々には映らなくな ってきたことに

もあらわれている 。

　こうした繊維産業が，今目の目本資本主義にあ ってどのような位置に存在す

るのか，外国貿易はどのようであるのかを分析することは，多様化する世界経

済の中での目本資本主義の産業構造とその再編，国際的分業の再編の状況など

を明らかにする一側面を提供するものと思われるのである。とくに繊維産業は ，

ｒ近代大工業の母胎」であるとすれぱ，発展途上諸国においては，この繊維産

業の発展を基軸として位置づげた産業構造を作りあげていくことも考えられよ

う。 韓国，台湾などでは，繊維産業は主力輸出産業であり ，かつての目本の貿

易構造との類似性もみせている。それは，資本主義が最初に確立したイギリス

繊維産業が，後発国であるアメリカ，ヨーロッパ諸国に，そして目本にその地

位を譲ったように，これら先進資本主義国の繊維産業の将来を，あるいは資本

主義不均等発展の状況を示しているのかもしれない 。

　外国貿易は，資本主義世界市場の成立と同時に系統的，持続的組織的な性格

に変わり ，資本主義にとっ ては必要不可欠たものとた ってきたのである。資本

主義的外国貿易の主要な原因の一つである，国民経済におげる不均衡に発展し

た産業部門もしくは個別資本は，外国市場に出ていくということ（このことはも

ちろん国際競争上において有利であるということが条件であるが），この原因からす

れば，戦前の繊維産業が主要輸出産業であ ったということは，国際競争上優位

に立っており ，また不均衡に突出した部門と考えることができよう 。それは決

してリカァートゥ 流比較生産費原理での優位ではなく ，世界市場での絶対的競

　　　　　　　　　　　　　　　　（２８２）
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争優位に立 っていたということである。この国際競争上の優位は，商品の質 ・

性能たとも重要であるが，すくれて国際価格上の優位の問題であろう 。輸出を

増大させるためには，国内での生産の拡大と同時に国際価格競争上優位に立た

なけれぼたらたい。国際価格上の優位すなわち現実的には国際価格以下で輸出

するためには，各産業，各個別資本は労働生産力を増大させるか，費用価格を

低下させるために安い原材料等を入手するか，あるいは労賃の価値以下への切

り下げ，労働目の延長，労働の強度の増大などが行われることが必要である 。

戦前の日本の繊維産業はまさにこれらのことを行うことによっ て国際競争力を

向上させ主要輸出産業とな ってい ったのであ った 。

　戦後の繊維産業のとくに１９７０年代に入 って顕著にた った輸出の後退は，国際

競争上次第に不利にな ってきたことが王要な原因とな っている 。そこて繊維産

業は，国際競争上何故不利にな ってきたかを明らかにする必要があろう 。それ

はすく“れて日本の再生産構造と繊維産業の生産構造の間題であり ，また世界市

場・ 国際的分業関係の間題でもあろう 。世界市場 ・国際的分業関係の間題は ，

世界市場再編の問題でもあるが，国際経済の理論からすれば，国際的競争論と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
その基礎にある外国貿易の必然性論，国際価値論の間題でもあろう 。

　本稿では繊維産業という一産業そして一個別部門を取り上げて，外国貿易 ，

世界市場の問題を考察しようとするものであ って，繊維産業の全体像，目本資

本主義 ・目本貿易の全体像，強いては世界市場の全体像を明らかにするもので

はない。まして総資本と個別資本，国民経済と世界市場との関連を念頭におい

た分析とい っても一産業部門のみを取り上げるだけであるから全体像を探り出

すことは不可能である。本稿で個別部門を取り上げるのは，外国貿易，国際

的分業，世界市場を理論的に，そして現実的に分析するにあた っては，国民経

済・ 総資本的観点と個別資本観点の両者を重視したければならないとする私の

固有の問題意識に発しているのである。したが って繊維産業に限らず，自動車 ，

鉄鋼，家庭電器などの産業部門であ っても研究の対象になりうるのだが，ここ

では戦前 ・戦後を通じて貿易構造の変化の最も著しいと思われる繊維産業を分

析の対象とし，他の産業部門は今後の研究課題としてとりあえず除外したにす

　　　　　　　　　　　　　　　　（２８３）
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ぎない。そして一産業部門のみたらず種々な産業部門の分析を通じて目本貿易

の全体像を明らかにしうるということはいうまでもないことである 。

　　１）山田盛太郎ｒ目本資本主義分析』 ，岩波書店 ，１９３４年 ，１９へ一ソ 。

　　２）　同上，２５ぺ一ジ 。

　　３）名和統一ｒ目本紡績業の史的分析』 ，潮流杜，１９４８年 ，４６３～４７３ぺ一ジ
。

　　４）国際経済論ないし外国貿易論の理論的研究において ，従来は国民経済問総体の

　　　問題として ，総資本的視点から捉えられてきたように思われる。しかし，外国貿

　　　易の必然性論，国際価値論，国際的競争論，資本輸出論などの毘実的分析におい

　　　ては，総資本的側面のみたらず個別産業，個別資本的側面からのアプ ローチも必

　　　要のように思われるのである。たとえぽ資本主義的外国貿易は，同一商品を輸出

　　　し同一商品を輸入するということが特徴の一つとされている。このことはまさに

　　　総資本の問題として考察されなけれぱならないが，同時に個別資本の個々バラバ

　　　ラな運動が引き起こしている問題として捉えることもできよう 。あるいは同一産

　　　業部門内でも外国市場に出ていく個別資本と出ていかたい個別資本も存在しよ

　　　う 。こうした玩象を国際経済論ないし外国貿易論の理論とその展開の中で分析し

　　　ていくことが，理論と現実を結びつける重要な鍵になるのではないかと思われる

　　　のである 。

２　繊維産業の現状

　目本の繊維産業は，１９７４～５年世界恐慌から連続する長期不況の中にあ って ，

いわゆる構造的不況業種としてかつての基軸としての産業から停滞ないし後退

する産業になろうとしている。それは生産状況のみたらず輸出産業としてでも

ある 。

　繊緯産業は，素材からすれば，絹，綿，毛，麻たどの天然繊維と，レーヨソ ，

ナイ回ソ，ポリェステル，アクリノレなどの化学 ・合成繊維に分類される。現在

の不況は，戦前からの産業である天然繊維，レーヨソたどの化学繊維のみたら

ず， 戦後急速に拡大した合成繊維においても深刻化している。合成繊維部門に

おいてはｒ特定不況産業安定臨時措置法」（構造不況法）の指定までうげ，その

不況の深さは，危機的状況にまでた っている 。繊維産業の生産の停滞ないし減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２８４）
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少は，需要面の停滞とも繕ぴついている 。繊維の用途別には，衣料用，家庭用 ，

イソテリア用，産業用に分類されるが，イソテリア用の需要を除けぱ，いずれ

も国内需要は停滞しているのである 。

　かつての繊維産業は，低賃銀構造を背景として日本の主要な輸出産業に成長

してい った。しかし戦後のそれは大きな変化をもたらした。１９６０年代後半以降
，

日本の輸出に占める地位はますます低下し，逆に輸入が増大するということに

なっ てきた。今目の繊維産業の構造不況の原因は，貿易および国際的経済諸関

係と密接に結びついているのである 。

　そこではじめに繊維産業の現状をユ９６０年代以降を中心に概観してみると ，つ

ぎのようになる。第１表は，繊維の製品種類別生産の推移である。糸類と織物

類に分類している。糸類の部門では，紡績業とくに綿糸部門は戦前の１９３７年が

生産量の最大を記録し約７２万トソの生産を行っていた。しかし戦後は，１９６１年

の５７万トソが最大生産量で，戦前の８０劣の生産しか行われていない。１９８０年に

は約５０万トソで戦前の７０％と ，３０劣の生産量の低下とな っている 。この綿糸と

同様なのが生糸である 。１９４０年に４万３千トソの生産を行っていたのが８０年に

は１．６万トソと ，最大生産時の４０％の生産量とな っている 。戦前の生糸は，大部

分を欧米向けに輸出していたし，また国内需要も和装が主流の時代であ ったか

ら生産の拡大も可能であ った。しかし戦後は合繊が発達することによって輸出

が減少し，国内需要も衣服の洋風化の進行によっ て減少することにな ったので

ある 。それが生糸の大幅な生産低下とな った原因である。また羊毛糸において

は， １９８０年には約１２万トソの生産で，戦前に比すれぼ生産量は拡大しているが ，

１９７３年の約２０万トソの生産量からみると生産の低下は著しいものがある。紡績

糸全体では，１９３５年の８７万トンから８０年は１３０万ト：／と約１．５倍に増加してい

るか，この生産量増大の担い手にな ったのは合繊糸およぴ合繊糸と天然繊維糸

との混紡糸である 。しかし紡績糸の生産量は，１９７１年に約１６０万トソを記録し

ており ，８０年のそれは２０％の生産低下とな っている 。合繊糸の生産 シェ ァが増

大したとしても７０年代に入 っての繊維の構造不況の状況は紡績糸生産の中にお

いても顕著であることを示している 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２８５）
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第１表　繊維製品別

＼　種別　　　　紡　　　績　　　糸

年＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生　　糸

　　　　　合計綿糸類毛糸　　　合計 綿

　　　１９２５　　　４８８．０　　４７３．１　　　－　　　３４．１　２，５１３．８　２，１４０．７

　　　　３０　　　５２２・３　　４５８・１　　３２，０　　４２．６　２，８６９．４　２，１８６ ．８

　　　　３５　　７４８・９　　６４６・１　　６０・１　　４３．７　４，６１６．２　２，４３８．３

　　　　３７ 　　８６９
・１

　　
７１９・６　　６６・９　　 ４１ ．９

　５，７２０．６　 ４， ０３５ ．０

　　　　４０　　
５７５ ・７

　　
４１５・３　　４０・４　　４２・７　３，６８１．６　２，１９４ ．０

　　　　４５　　　５０・６　　２３・５　　　６．３　　　５．２　　１１７，６　　４６ ．０

　　　　５０　　３５６
・２ 　　２３８・３　　３２・５

　　１０・６　２，０５８ ．９ 　１
，２８９ ．８

　　　　５５　　７９２・５　　４１８・５　　８３・８　　１７・４　４，４７７．２　２，５２３ ・５

　　　　６０　　１
，１１６・３　　５６４・０　　１３３ ・７

　　１８・０

　６，１７２．５　３ ，２２１ ．７

　　　　６１　　１
，１４１・９　　５７０・２　　１４３・８　　１８．７　６，４１１．２　３ ，３８３ ．２

　　　　６２ 　　１
，０８１ ・４ 　　５０１・９　　１４７・８　　１９．９　６，０６６．６　３，０８３ ．３

　　　　６３　　１
，１０４・２　　４９０・２　　１５２・１　　１８・１　６，０７５．３　２，９３７．９

　　　　６４　　１
，１７６・４　　５１５・３　　１４９・１　　１９・５　６，３１１．５　３，９６５ ．４

　　　　６５ 　　１
・３４１・８　　５６６・６　　１５５ ・２

　　
１９・１　６，６０６．８　３，０１２．６

　　　　６６　　１
，３２７・５　　５２１・６　　１６４・３　　１８．７　６，７３１．７　２，９１３ ．０

　　　　６７　　１
，３９６・７　　５３６・３　　１６４・３　　１８．９　６，９２１．９　２，８２５ ．２

　　　　６８　　１，４８７・３　　５５１・２　　１６３・７　　２０．８　７，０４３．５　２，７４４ ．４

　　　　６９　　１
，５００・６　　５２７・３　　１７４・５　　２１．５　７，６５１．１　２，７７９ ．５

　　　　７０　　１
，５４４・６　　５２６・２　　１８１・７　　２０．６　７，７４９．８　２，６１６ ．０

　　　　７１　　１ ，５８７・６　　５３４・０　　１７９・３　　１９・７　７，５２７．３　２，４８２．１

　　　　７２　　１
，５６１・４　　５５５・１　　１９６・４　　１９．１　７，０４７．６　２，２６４ ．１

　　　　７３　　１
，５７８・２　　５５４・９　　１９８・４　　１９．３　７，３６９．６　２，３８０．１

　　　　７４　　１
，３４７・１　　５１１・４　　１３５・９　　１８．９　６，３７３．７　２，１６３ ．５

　　　　７５　　１
，１９６・３　　４６０・５　　１４２・２　　２０．５　５，９５４．８　２，１２４．４

　　　　７６　　１
，３４２・］　　４９８・３　　１５９・４　　１７．９　６，５６１．３　２，２３６ ．７

　　　　７７　　１
，１９４．３　　４４０・９　　１３０，２　　１６．１　６，５８１．６　２，２６５ ．５

　　　　７８　　１ ，１９０．２　　４４７．１　　１０９－４　　　１６．０　６，６２７．７　２，３１５ ．３

　　　　７９　　１
，３１９．４　　５０７・７　　１２４，２　　１５．９　６ ，７５７．０　２，３３８．８

　　　　８０　　１ ，２９８．５　　５０３．８　　１１９，２　　１６．２　６，７３６．８　２，２０２ ．０

　　（出所）ｒ繊維統計年報』各年次より作成

　織物類では，戦前の最大生産量は１９３７年の５７億平方 メートルであ つたが，戦

後は７０年に７７５億平方 メートノレ と約１３５倍に増大している。増加の比率は紡績

糸に比べれば小さいが，素材別には大きな変動がみられる。綿布は，戦前の最

大生産量は４０億平方 メートルと全生産の７０劣を占めていたのが，戦後は１９６４年

４０億平方 メートルの生産量を最高として年々低下し，８０年には２２億平方 メート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２８６）



生産推移

目本繊維産業と外国貿易（岩田）

（単位）　糸　１ ，０００トン

　　　織物　１００万 ｍ２

７

織　　　　　　　　　　　　　　　物

絹

１９４ ．８

３５０ ．８

２８５ ．３

３６７ ．３

５１９ ，２

４１ ．８

１１０ ．２

１７４ ．６

２２０ ．１

１７４ ．１

１８１ ．１

１５０ ．６

１６０ ．９

１７５ ．６

１７５ ．１

１８４ ．３

１８９ ．５

１８７ ．３

２００ ．８

１９７ ．３

１８９ ．７

１８８ ．５

１６６ ．６

１６８ ．５

１６３ ．１

１５５ ．６

１５９ ．２

１５８ ．０

１５１ ．９

毛
ビスコー
ススフ

　合成繊維１ナイロソ１ポ１一ステル１アク１／レ

１７８．３　　　　　　一　　　　　　一

１９１ ．７　　　　　一　　　　　　一
２６９ ，７　　　　　　　　１１ ．８　　　　　　　　　‘

２３３ ．８　　　　　　　２１９ ．６　　　　　　　　　－

６３ ．３　　　　　３７７．〇　　　　　　　一

　４，８　　　　　　　１９ ．８　　　　　　　　　－

６５ ．２　　　　　１７５．３　　　　　　－

１５３ ．２　　　　７４９，１　　　　　５４．２

３１６．４　　　１ ，０５７．３　　　　　４２３ ．９

３３４．９　　　　　９８！ ．４　　　　　６１６ ．１

３３３ ．０　　　　　　　８４０．９　　　　　　　６４４ ．５

３５５．７　　　　８５８．０　　　　８２３ ．９

３５０ ．０　　　　　　８５５ ．９　　　　　１ ，０５２ ．８

３４０．９　　　　　９３５．３　　　１ ，２４１ ．４

３５４．４　　　　９３４．７　　　１ ，４４３ ．１

３７６ ．８　　　　　　　８６７．３　　　　　１ ，７０７．２

３８５ ．６　　　　　　　８５７．０　　　　　１ ，８９３ ．１

４３３ ．６　　　　　　　８６１ ．７　　　　　２，３９７ ．４

４２５．６　　　　８２７．４　　　２，７４６ ．１

４２３ ．９　　　　　　　７８８．０　　　　　２，８１７ ．９

４７８．６　　　　　　７１８．２　　　　２，７１７ ．９

４６９ ．８　　　　　　７３７．９　　　　２，９２２ ．１

３５６ ．６　　　　　　５４５ ．６　　　　　２，６２１ ．５

３５６ ．７　　　　　　４７６ ．２　　　　　２，４１１ ．１

３７３ ．７　　　　　　５５７．５　　　　　２，８０８ ．２

３４７．３　　５５９．８　２，８８３ ．５

３３６ ．０　　　　　　５５４．０　　　　　２，９１６ ．０

３２５ ．７　　　　　　５９０ ．９　　　　　２，９８０ ．６

２９４．２　　　　５４６．２　　　３，１５８ ．６

１５３．２　　　　　　＿

１６０．１　　　　　＿

１４５ ・２　　　　　２４４ ．４

１８２．０　　４００．３

２９０・８　　５３１ ．２

３５２ ．９　　　　　　６２１ ．１

３９１．１　　７６５ ．２

４４８．６　　９３５ ．１

４８４・４　１ ，０４５ ，４

６０Ｌ５　１ ，４００ ．６

６３３・０　１ ，６６２ ．１

６４７・７　　１ ，７３０ ．５

６１６．２　１ ，６８１ ．４

６４６・８　１ ，８０４ ．９

５７２．３　　１ ，６４２ ．５

４８５．０　１ ，５１８ ．３

５４１ －１　　　　　１ ，７８４ ．１

５１０．０　１ ，９０３ ．１

４６４．６　　１ ，９８９ ．２

４４１ ．０　　　　　２ ，０９０ ．９

４６５ ．４　　　　　２，２７７ ．９

２９ ，３

３７ ，９

４４ ，４

５３ ，６

４０ ，９

５８ ，７

５８ ，１

６２ ，３

７１ ，５

９３ ．９

１０３ ．６

１１４ ，０

９７ ．８

１５０ ．７

１８４ ．７

１７６ ．６

１５９ ．９

１６２ ．６

１５１ ．７

ノレ と全織物の３分のユを占めるにすぎず，生産量，シ ェアとも大きく後退して

いるのである。ユ９６０年代半ぱまでの綿布は，アメリカ ，東南アシア，極東アシ

ア向けに大量に輸出し生産量を拡大してきたが，６０年代後半からのアメリカの

繊維輸入制限はアメリカ向け綿布輸出を減少させることにな ったし，また極東

アジァ諸国の綿織物生産の拡大とそれに伴う日本への輸出拡大は，日本の綿布

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２８７）



　８　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３１巻 ・第３号）

生産の後退を余儀なくさせたのであ った 。

　絹織物は素材である生糸と同様に生産の低下は著しい。ここでも国内需要の

減少と極東アジア諸国からの輸入が生産を減少させているのである。毛織物に

おいても生産量が減っているが，綿布と同様に輸出の後退およぴ代替物として

の合繊の浸透によっ て大きた影響を受けたのである 。

　化合繊織物では，化繊の代表でもあるスフは１９６０年に生産のピークがあ った

が２０年後の今目では生産量は約半分にな っている 。これは化繊の代替物である

合繊にその地位を譲ったためである。合繊は１９６０年代に欧米より大量の技術を

導入し生産を始めた部門である。とくに３大合繊といわれるナイロソ，ポリヱ

ステノレ，アクリルは６０年代から７０年代初めまで生産の増加は著しいものがあ
っ

たが，今日の構造不況は，２０年前の成長産業も例外なく巻き込み，ポリエステ

ルを除いては生産を低下させている。合繊は３大合繊のみならず，日本で開発

されたビニロソをはじめとして，ビニリデソ，ポリ塩化ピニーノレ，ポリニチレ

ソ， ポリプ ロピレンなどの部門のいずれもが生産を低下している。これらは長

期不況による需要の低迷と同時に発展途上諸国での生産開始による追い上げと
，

アメリカの絶対的生産優位が輸出の拡大を困難にし，全体として生産の拡大を

行いえなくしているのである 。

　繊維産業は１９７０年代にな ってその生産が低下しているが，生産指数からみる
と， １９７５年を１００としたばあい，１９８０年は１０７．１と上昇している。これは第１

表の生産状況からも明らかなように生産のピークは７０年則後であり ，１９７５年は

恐慌時でこの年を基準におけは，若干の生産の伸ぴがみられるのであ って，実

質的には生産は停滞ないし低下しているのである。とくに製糸の低下が大きい

が前述のようにこの部門での生産上昇は困難なのである。化学繊維（合成繊維

を含む）は１９７９年に１２９．７と恐慌以前よりも拡大しているが，これはポリュス

テノレ，アクリルの生産拡大によるもので，他の化合繊はいずれも生産が停滞な

いし縮小しているのである。製糸，紡績などいわゆる川上部門の生産の停滞は
，

輸出の減少なども大きな影響をうげているが，織物などの川中部門，二次製品 ，

アバレルなどの川下部門の生産の低下による影響も多大とな っている。いずれ

　　　　　　　　　　　　　　　　（２８８）



日本繊維産業と外国貿易（岩田）

第２表繊維工業生産指数 １９７５年 ；１００

　１９２５

　３０

　３５

　３７

　４０

　４５

　５０

　５５

　６０

　６１

　６２

　６３

　６４

　６５

　６６

　６７

　６８

　６９

　７０

　７１

　７２

　　７３

　　７４

　　７５

　　７６

　　７７

　　７８

　　７９

　　８０

（出所）

繊　　　　維　　　　工　　　　業

１７ ，５

２１ ，９

３３ ，６

４０ ，８

３０ ．５

　２，６

１２ ，６

２９ ，７

４７ ，９

５１ ，７

５４ ，５

５８ ，６

６４ ，８

６９ ，４

７６ ，４

８３ ，３

８８ ，４

９７ ．０

１０５ ．２

１０９ ．４

１１０ ．８

１１８ ．５

１０６ ．１

１００ ．０

１０８ ．４

１０６ ．７

１０７ ．７

１０８ ．５

１０７ ．１

化学繊維

Ｏ． １

０． ８

　５ ．１

　８ ．１

　５ ．６

　０．２

　２．５

　７．９

ユ９ ，１

２２ ，８

２５ ，６

３！ ．７

４１ ，５

４４ ，８

５２ ，３

６３ ，１

７２ ，６

８３ ．４

１０２ ．４

１１３ ．９

１０９ ．８

１２４ ．９

１１１ ．６

１００ ．０

１１４ ．８

１２１ ．５

１２９ ．６

１２９ ．７

１２８ ．７

製　糸１

１６２ ．４

２１０ ．１

２０８ ．０

２０１ ．６

２０３ ，３

２４ ，９

５０ ，５

８２ ，６

８５ ，８

８８ ，８

９４ ，６

８６ ，０

９２ ，５

９０ ，９

８８ ，９

９０ ．０

１０２ ．５

１０６ ．１

１０１ ，３

９７ ，３

９４ ，５

９５ ，８

９３ ．９

１００ ，０

８８ ，７

７９ ，５

７９ ，１

７９ ，１

８０ ．１

紡　績１

３３ ，０

３６ ，３

５２ ，２

５７ ，２

３８ ．３

　５ ，４

２３ ，２

５３ ，６

８０ ，６

８３ ，６

８０ ，０

８２ ，６

８８ ，２

９７ ．１

１００ ．３

１０６ ．２

１１２ ．５

ユ１５ ．３

１２０ ．３

１２５ ．８

１２９ ．１

１３２ ．０

１０９ ．６

１００ ．０

１１２ ，５

９９ ，４

９６ ．７

１０７ ．１

１０５ ．６

織　物１

３２ ，４

４４ ，３

５８ ，５

７２ ，５

６０ ．８

３， ６

２２ ，７

４９ ，５

７７ ，４

８０ ，９

７７ ，６

７９ ，１

８２ ，８

８７ ，０

８９ ，３

９５ ，１

９７ ．１

１０７ ．０

１１０ ．５

１０９ ．７

１１６ ．９

１２０ ．９

１０４ ．８

１００ ．０

１０７ ．９

１０６ ．３

１０６ ．７

１０８ ．０

１０７ ．９

染色整理１

３７ ，１

５８ ，５

６５ ，９

６８ ，３

７２ ，８

７５ ，８

７９ ，４

８６ ，７

９！ ．０

９５ ，２

９９ ．５

１０２ ．９

ユ０４ ．６

１０３ ．５

１０７ ，８

９０ ．５

１００ ．０

１０３ ．４

１０１ ．１

１０２ ．０

１０２ ．４

ユ０３ ．１

二次製品

２４ ，２

３５ ，３

３８ ，６

５４ ，１

５７ ，６

６２ ，１

６７ ，８

８２ ，８

８６ ，！

８５ ，２

９４ ，１

９９ ．８

１０２ ．９

１０２ ．９

１１６ ．１

１０９ ．９

１００ ．０

１０８ ．３

１０８ ．１

１０９ ．２

１０７ ．７

１０４ ．７

ｒ繊維統計年報』各年次より作成

の部門も１９７３年が生産のピークとな っている（第２表）。

　次に日本の製造業における繊維産業の地位であるが，出荷額からみると ，

１９８０年には日本の全製造業で２１４兆７千億円を出荷しているが，繊維産業（通

産省ｒ工業統計表』分類による繊維工業，衣服およびその他の繊維品製造業，化学繊維

製造業）全体でユ２兆２千億円とわずか５．７％を占めるにすぎない。１９６０年には

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２８９）



１０ 立命館経済学（第３１巻 ・第３号）

第３表繊維産業の出荷額推移
（単位）億円

　　　％

１９６０
（箆成）

１９６５
（琵成）

１９７０
（琵成）

１９７５
（琵成）

１９８０
（琵成）

繊維関連製
造業

２１ ，４９０ （１３ ．８） ３４ ，６１６ （１１ ．７） ６１ ，２６８ （８ ．９） ９４ ，０３６ （７．４） １２２，７７８ （５ ．７）

繊維工業 １７，４１５ （１１ ．２） ２６ ，０２３ （８．８） ４３ ，８９９ （６ ．４） ４， ５７２ （５ ．１） ８１ ，０５３ （３ ．８）

製糸業 ６４３ （Ｏ．４） １， ００１ （Ｏ．３） １， ７４５ （０ ．３） ２， ３５６ （０．２） ２， ４０２ （Ｏ．１）

紡績業 ６， ３６７ （４．１） ７， ９７３ （２．７） １１ ，０７１ （１ ．６） １２，０９３ （Ｏ．９） １４，８６９ （Ｏ．７）

織物業 ５， ０８５ （３ ．３） ７， ２１１ （２．４） １１ ，８６７ （１ ．７） １７，１２７ （１ ．３） ２０，９３４ （１ ．０）

染色
整理

２， ０３１ （１ ．３） ３， ０４５ （１ ．０） ５， ２９９ （０ ．８） １０ ，１５１ （Ｏ ．８） １２，０４２ （０ ．６）

衣服，繊
維品製造

１， ８ユ３ （１ ．２） ４， ４１０ （１ ．５） ９， ５６７ （１ ．４） ２１ ，８０２ （１ ．７） ３０ ，２６８ （１ ．４）

化学繊維
製造

２， ２６２ （１ ．５） ４， １８３ （１ ．４） ７， ８０２ （１ ．１） ７， ６６２ （０ ．６） １１ ，４５７ （Ｏ ．５）

全製造業 １５５ ，７８６ （１００） ２９４ ，８８９ （１００） ６９０ ，３４８ （１００） １， ２７４ ，３２９ （１００） ２， １４７，ＯＯＯ （１００）

（出所）『工業統計表』通産省　より作成

２兆１千億円，１３８％を占めていたのが，２０年問でその比率は半分以下にまで

下が ったことに一なる 。金額的には８０年は６０年に比して５．７倍に増加しているが ，

この間製造業全体では１３．８倍に増加しているから，金額の伸び率も他の産業部

門に比して著しく小さいといえる。繊維産業の部門別では衣料製造業の部門で ，

１９６０年の１，８１３億円から８０年には３兆２６８億円と１６．７倍に増加したのを例外と

して，いずれの部門も５倍前後の伸び率であり ，とくに紡績部門では２．３倍の

伸び率でこの問のイソフレーショソの進行を考えると，出荷額においても実質

的に低下しているのである。また化学繊維部門においては，１９６０年代は大幅に

出荷額も増大したが，１９７０年代に入 ってからの停滞は著しく７０年から７５年にか

けては名目的にも実質的にもダウソしている。７５年から８０年にかげては出荷額

は１３倍に増加したが，第１表，第２表の生産推移（１０９倍），生産指数（１０７

倍）からすれぼ伸び率は大きくた っているが，これは名目額での上昇で，実質

的な伸び率はさらに小さくなるであろう（第３表）。

　繊維産業の事業所数は，１９６０年の１０万から１９８０年には１５万弱と約１．５倍増加

している。これは全製造業の事業所数の増加率（１５１倍）とほぼ同じ。にた って

いるが，しかし繊維産業の部門別にみてた事業所数ではかなりの変動がある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２９０）
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第４表繊維産業の事業所数推移

１１

（単位）構成比％

１９６０
（構琵）

１９６５
（琵成）

１９７０
（琵成）

１９７５
（箆成）

１９８０
（琵成）

繊維関係製造業 １０２ ，０９１ （２１ ．Ｏ） １２５ ，２０２ （２２．４） １４６ ，２８６ （２２ ．４） １５７，３８１ （２１ ．４） １４７ ，９６８ （２０．ユ）

繊維工業
８２ ，８３９ （１７ ．Ｏ） １００ ，１５７ （１７ ．９） １１２ ，７５４ （１７ ．３） １１４ ，１１１ （！５ ．５） １０１ ，９５５ （１３．９）

製糸業
１， ０９９ （Ｏ ．２） ８９０ （Ｏ ．２） ６８６ （Ｏ ．１） ４９０ （０ ．１） ３１７ （　Ｏ）

紡績業
２， ６０６ （Ｏ ．５） ２， ０２５ （Ｏ ．４） １， ３６９ （Ｏ ．２） １， ２０６ （Ｏ ．２） １， ０２２ （Ｏ．１）

織物業
４４ ，５１６ （９ ．１） ５４ ，６５１ （９ ．８） ５９ ，３７８ （９ ．１） ５８ ，４１０ （７．９） ４９５ ，５７４ （６．７）

染色整理
８， ９６８ （１ ．８） ９， １３４ （１ ．６） ９， １５２ （１ ．４） ９， ７７４ （１ ．３） ９， １５８ （ユ ．２）

衣服，繊維品
製造

１９ ，２１４ （３ ．９） ２４ ，９９４ （４ ．５） ３３ ，４５５ （５ ．１） ４３ ，１９４ （５ ．９） ４５ ，９２６ （６．２）

化学繊維製造 ３８ （　０） ５１ （　Ｏ） ７７ （　Ｏ） ７６ （　０） ８７ （　Ｏ）

全製造業
４８７ ，０５０ （１００） ５５８ ，１０６ （１００） ６５２ ，９３１ （１００） ７３５ ，９７０ （１００） ７３４ ，６２３ （１００）

（出所）ｒ工業統計表』

衣服およびその他の繊維品製造業は１９６０年の１万９千から８０年には４万６千と

約２．４倍の増加とな っているが，製糸業，紡績業では６０年にはそれぞれ１，０９９
，

２， ６０６であ ったのが８０年には３１７，１，０２２と約３分の１に激減しているのであ

る。 この両部門における事業所数の減少は，機械化，自動化の進展に伴う生産

の集中化を一面では意味しているが，他面では生産の拡大が困難であるがため

の集中化であることも意味している。とくに製糸業では生糸の不振が事業所の

減少となり ，また紡績においても事業所数の減少と精紡機数も減少しており ，

必ずしも生産の集積には到っていたいのである 。また化学繊維部門では事業所

数の増加は少ないが，これは化学繊維生産それ自体が巨大な装置産業と匁 って

おり ，新規参入する資本が限定されているからである。このように事業所数か

らみれは，紡績，製糸，化学繊維なとの素材部門では事業所およひ資本の集約

化が行われ生産の集中化が促進されてい ったが，アバレノレなどの消費財部門あ

るいは労働集約的な部門では資本規模も小さく ，新規参入も容易なことから事

業所数が増大してい ったのである（第４表）。

　繊維産業の出荷額，事業所数のつぎに従業員数をみると，繊維産業全体で

は１９６０年のユ５５万人から８０年には１３９万人と約ユＯ％も減少している。製造

業全体ではこの問に８１７万人から１，０９３万人と約１．３倍増加しているのに比し

て， 従業員数でも繊維産業の地位低下は顕著にな っているのである。かつて

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２９１）



ユ２ 立命館経済学（第３１巻 ・第３号）

第５表織維産業の従業

種別
年次

１９６０ （構成比） １９６５ （構成比）

繊維関連製造業 １， ５５０ ，６３４ （１９ ．０） １， ７２０ ，０５２ （１７ ．３）

繊維工業
１， ２６４ ，２６３ （１５ ．５） １， ３２６ ，８７２ （１３ ．４）

製　　糸　　業 ４５ ，９８４ （０．６） ３５ ，０８４ （０．４）

紡　　績　業 ２９６ ，５２４ （３ ．６） ２７７ ，０７４ （２．８）

織　　物　業 ４７６ ，５８０ （５ ．８） ４７１ ，０５９ （４ ．７）

染色整理
１５６ ，０８６ （１ ．９） １６７，５７７ （１ ．７）

衣服，繊維品製造 ２１０ ，Ｏ０９ （２．６） ３１０ ，９８３ （３ ．１）

化学繊維製造 ７６ ，２７２ （０．９） ８２ ，１９７ （０．８）

全製造業
８， １６９ ，４８４ （１００） ９， ９２１ ，００２ （１００）

　　　　　　　（出所）『工業統計表』

繊維産業は目本の製造業労働者の過半を占めていた時期もあ ったが，今目では

ユ２．７％と激減している。とくに繊維産業の中でも製糸，紡績，織物および化合

繊の分野での減少率は大きくた っている。製糸の分野では生糸生産の減少から

生じているのであり ，紡績の分野では，綿，羊毛の紡績生産量の低下にも起因

するが，一方で合理化が浸透していることと技術革新の進行による労働生産性

の上昇も起因している。これは化合繊部門でも同様で，１９８０年には６０年の従業

員数の約半分にまで減少しているのである。しかしこの問生産指数ではほほ２

倍とた っており ，出荷額も３倍にな っているのであるから，化合繊部門が最も

合理化が進行し，労働生産性の上昇が大きか ったことを意味している 。また７０

年代に入 ってからの技術革新や大観模な設備更新は行われていないことからす

ればこの間の従業員数減は，労働強度の増大によっ てカバ ーされたといえるで

あろう 。衣服およぴその他の繊維品製造業のみ従業員数が増大している 。１９６０

年の２１万人から８０年には５３万人と２５倍の増加である 。これは泰業所数の増加

に伴うものであるが，１９７５年と８０年の５年問ではわずか１％の伸びにすぎず，

今後もこの部門の絶対的拡大は難しいであろう 。それはこの部門が極東諸国の

追い上げにあ っていることと ，輸入が絶対的に拡大しているからである（第５

表）。

　また一事業所当りの従業員数平均をみると ，製糸業では１９６０年の４２人から８０

年には３７人，紡績業では同じ期問１１４人から１１０人に，化合繊では２，Ｏ０７人か

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２９２）



者数推移
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単位　人

　　％

１３

１９７０　　（構成比）　　１９７５　　（構成比） １９８０ （構成上ヒ）

１， ７４９ ，６４０ （１５ ．Ｏ） １， ５８９ ，１０４ （！４ ．１） １， ３９０，５３７ （１２ ．７）

１， ２６４ ，２２８ （１０ ．８） ９９５ ，６６９ （８ ．８） ８１３ ，１８９ （７．４）

２６ ，４９６ （Ｏ．２） １８ ，０５３ （Ｏ．２） １１ ，７８８ （Ｏ ．１）

２５５ ，１５４ （２．２） １５５ ，２１１ （１ ．４） １１２ ，４４４ （１ ．０）

３９１ ，５７３ （３ ．４） ２９９ ，１９２ （２ ．６） ２３４ ，９５６ （２．１）

１６３ ，Ｏ０８ （１ ．４） １４７ ，６９７ （１ ．３） １２１ ，８２３ （１ ．１）

４１３ ，７８６ （３ ．５） ５３０ ，８０２ （４．７） ５３６ ，１８４ （４．９）

７１ ，６２６ （０ ．６） ６２，６３３ （Ｏ ．６） ４！ ，１６４ （Ｏ ，４）

１１ ，６７９ ，６８０ （１００） １１ ，２９６ ，２０９ （１００） １０ ，９３２ ，０００ （１００）

ら４７３人とそれぞれ減少している。化合繊部門では新しい繊維の開発が，比較

的この部門の新規参入を容易にしているがために，事業所数の増加とな ってい

るが（生産，技術系統の異なる部門からの新規参入ではなく ，紡績，化学などの関連部

門からの新規参入が多い），一方では技術革新，合理化の進展しやすい部門であ

るがために１事業所当りの従業員数が減少しているのである。衣服その他の部

門では１事業所当り平均従業員数は，１９６０年の１１人から８０年の１２人とほとんど

変化がない。この部門でも大企業が存在するようにな ったが，全体としていわ

ゆる労働集約的部門であり ，新規参入も比較的容易なことから零細な事業所も

増大しているのである 。またこの部門でも裁断や縫製などで一定の技術革新が

進行していることと ，労働強度の増大が１事業所当りの従業員数増を必要とし

ていないといえるであろう 。事実１事業所当り平均出荷額は，１９６０年の９４０万

円から８０年には６，５９０万円と７倍も増加しており ，当然のことながら，従業員

１人当り出荷額も増加しているのである 。

　第６表は，『繊維統計年報』からの従業員数推移で，この合計には衣服その他

の繊維品製造業の従業員数は含まれていない。また『工業統計表』の数値とも

合致していないが，この表から繊維工業の中でも再成 ・半合成繊維と ，紡績お

よび織物全体の従業員数の減が明らかであろう 。再成 ・半合成繊維部門は，キ

ュブラ ，レーヨソなどであり ，これらは合繊の発達によっ て生産縮小を余儀た

くされた分野である。紡績部門での減少は生産の縮小とともに労働強度の増大

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２９３）



１４ 　立命館経済学（第３１巻 ・第３号）

第６表　繊維産業従業員数推移 単位　人

＼合１ 雛産合成紡１織１鰍フ！１
・！１嚢墨

６０　　　１ ，１３０．４０８　６８．３４８　４８．３５２　１９ ．９９６　２４２．３８８　４８７．３６５　２１１ ．１８７　７９ ．２６４　　１９１ ．７７２　７９ ．６７０

６１　　　１ ，１０４．０８４　６７．７４１　４５ ．６３１　２２．１１０　　２３８．３５９　４８４．９６５　２０６ ．６９７　７７．４６７　　１９５ ．７２９　８１ ．４４３

６２　　　１ ，１２４．９３９　６２．６２０　３７．９１８　２４．７０２　　２２１ ．４９１　４７３ ．９６４　１９６ ．８２７　７６ ．１１０　　１９５ ．６９９　８５ ．０４０

６３　　　１ ，１３５ ．３１８　６５．９１７　３５ ．２０５　３０．７１２　　２１８．７８２　４６９ ．８８７　１９４．４８６　７６ ．０７４　　１９４ ．８９５　８５ ．００５

６４　　　１ ，１５３ ．００９　６９ ．５７５　３４．６６２　３４．９１３　２２３．１６６　４５３ ．１７６　１８９ ．５３４　６３ ．４８３　　１９５ ．７８３　８３ ．９４２

６５　　　１ ，１５３．４３７　６９ ．６０９　３４．５８４　３５ ．０２５　２２８．７８２　４４７．６５９　１８７．７１２　５７．１００　１９８．３９５　８１ ．４４９

６６　　　１ ，１４１ ．７２２　６３．２１０　３０．１７９　３３ ．０３１　２１７．７３０　４３２．７８９　１７６ ．２０７　５２．４１４　２００．１２０　８２．４０６

６７　　　１ ，１２１ ．１３５　６０．８４３　２６ ．８４６　３３ ．９９７　２１７．５６４　４１６ ．５８５　１６５ ．１６７　４８．４６３　　１９８ ．９９１　８１ ．１０８

６８　　　１ ，０９７．２１７　６０．２４２　２４．６２５　３５ ．６１７　　２１９ ．２６２　４０２．６２２　１５７．４７６　４３ ．５９１　　１９７．３５６　７９ ．７９７

６９　　　１ ，１０６ ．３３６　５９ ．８７１　２２．５８０　３７．２９１　　２１４．２２３　４１０．９４５　１５５．７８１　４５ ．８７６　　２０５ ．１１６　７８ ．１４３

７０　１，０９７．７４５６１ ．４８３２０．４９６４０．９８７２１０．９７２３９４．９９３１４７．２４７４１ ．８８０２０２．１４８７６ ．２３８

７１　　　１ ，０４８．６９７　６０ ．３１４　１７．１５４　４３ ．１６０　　１９５ ．４６８　３６６ ．１８４　１３２．４３３　３６ ．４９８　　１９４ ．３９１　７１ ．５２９

７２　　　　　９６０．８２８　５６ ．８１８　１６ ．１１６　４０ ．７０２　　１８２．７３４　３３１ ．４４７　１１４．７５０　３４．１４８　　１８０ ．１２０　７０．４７５

７３　　９３０．６６５５５．０９７１５ ．５０６３９ ．５９１１７８．１９０３２０．４９８１０９．５７６３２．４２７１７６ ．３７７６４．０１３

７４　　　　　８７５，Ｏ０２　５５ ．００４　１５ ．１４７　３９ ．８５７　　１４４．０５６　３０２．８５０　１０７．８２４　２７．７７４　　１６５ ．７１１　５９ ．０５８

７５　　８４４．２８４５２．４４４１３．５７０３８．８７４１３５．１５９２８６．８２６１０１．２６０２６ ．２３３１５８．０８７５７．８３１

７６　　８１７．０６４４７．６０９１１．５２３３６．０８６１２９ ．８０９２７６．０７２９５．３５８２４．９７６１５４．６０５５６ ．３４９

７７　７５９．４３９４１ ．５９１１０．２１３３１ ．３７８１０８，Ｏ０５２５６．５１４８６．８９４２４．８４０１４３．６９０５３ ．３３９

７８　　７１６．４３５３４．５７８８．６０９２５．９６９　９８．１５４２４０．２２０８２．９１６２３．３５９１３２．８７２５１ ．８９２

７９　　６９７．６０９３２．２４９８．１３６２４．１１３　９５．２７６２３３．２０６８０．６８５２１ ．６６９１２９．８３３５０ ．６１７

８０　　６７６．８１０３１．４２０８．０２６２３．３９４　８９ ．０８７２２４．８９３７６．３６８１９．７２８１２７．８３８４７，２４２

（出所）『繊維統計年報』各年次より作成

と新機械採用による労働生産性の上昇も大きく起因している 。大紡績資本を中

心にして，１９６０年代後半以降紡績工程の連続化 ・自動化が進展しており合理化

も進んだのである。また織物の部門でも技術革新が進展しており ，従業員数の

減をもたらしている 。とくに１９６０年代からの新技術では，従来の織機の３～４

倍の生産性をもつといわれるウォーター・ ジェット ・ルーム（ＷＪＬ）が登場し ，

自動化が進展したことも大きな原因である 。

　織機数および精紡機数推移と精紡機の運転時問数の推移を示したのが第７表

である 。織機は１９６０年代後半に最大数に達したが，８０年にはその１５～２５％が減

少している。とくに綿織物用の織機数の減少が著しいが，前述のように綿織物

それ自体の生産が減少していることと ，一方での技術革新の進展と，２４時問操

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２９４）
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第７表　織機数および精紡機数と運転時問推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位）織機　機　　紡機　錘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運転時間　１００万時間

　　　　　　　　　織　　　　機　　　　　　　　　精　　　紡　　　機

　　　　綿織物簸 ス島毛織物１絹織物精紡機数簿運騎１綿紡愈維肇

１９６５　７１９．０２５３７９．８５４　３２．７９５　２８３．５７８１７，１８１ ．８２８　６２．６７９　３１．８０６　１３ ．０８０

　６６　７２３．９０９３７６．５０８　３１ ．７７２　２９３．５５３１６，９００．７０８　６０．０６０　２８．４３６　１４．９９９

　６７　７１２．６１３３７５．７６９　３２．８７５３００．３９８１５ ，３４０．３０９　６３．１７９　２８．９７１　１７．５７８

　６８　７０５．６７５３６３．５４２　３１ ．３９９　３０７．２５１１４，９３９ ．３４５　６６．６８８　３０．４３７　２０．４２５

　６９　　　　７３３ ．５５６　　３５６ ．９５６　　　３６ ．５９１　　３３０．０８３　　１４，２４１ ．９１４　　　６７．４０６　　　２９ ．５０３　　　２２ ．１４２

　７０　　　　７２６ ．６３４　　３３６ ．５４６　　　３５ ．２８１　　３３１ ．１２３　　１４ ，３８９ ．１０７　　　６９ ．０１６　　　２９ ．１３９　　　２４ ．０４６

　７１　　　　７０９ ．１８２　　３４２．６１０　　　３５ ．２６０　　３２８ ，○０１　　１４ ，７１０．１２０　　　７３ ．１１３　　　３０ ．０４６　　　２７ ．６０４

　７２　　　　６４８ ．６２４　　３１１ ．０３１　　　３４．１０４　　３００ ．９４７　　１４，８８９ ．４９１　　　７４ ．８９７　　　３１ ．６５８　　　２７ ．６９２

７３　　　　　６４６ ．４４９　　３０８．４０７　　　３３ ．３６７　　３０２．０８１　　１４，４９５ ．９４６　　　７３ ．８４９　　　３１ ．３５７　　　２７ ．７１２

７４　６９１．３２２３３９．１５２　３３ ．０５０　３！６．４９１１４，６２９ ．０７２　６３．８８２　２８．２５７　２３ ．９３２

　７５　　　　６７９ ．４０８　　３３３ ．２５６　　　３２．３３７　　３１１ ．３１８　　１４ ，２０４ ．４６６　　　５５ ．１６２　　　２４ ．５３５　　　２０ ．４６７

　７６　　　　６７０ ．６０９　　３２６ ．４２５　　　３２．１！８　　３０９ ．６１９　　１４，１０４ ．９６２　　　６４ ．４７０　　　２７．７３５　　　２５ ．２２９

７７　　　　　６５７．８８２　　３２２．１８２　　　３２ ．６５２　　３００ ，５９４　　ユ３ ，７４２．５１９　　　５５ ．７１９　　　２３ ．６０５　　　２２．６５４

　７８　　　　６１５ ．４３０　　２９４．５５０　　　３１ ．５１１　　２８６ ．９９８　　１２，７５５ ．０２９　　　５６ ．３５３　　　２４ ．２７３　　　２２ ．９４１

７９　　　　６０２ ．８３３　　２９０ ．６２７　　　３０ ．１２４　　２７９ ．８５２　　１２，４９２．７３２　　　６１ ．９０４　　　２７．６２０　　　２３ ．９０８

８０　　　　５９１ ．５６８　　２８１ ．９６４　　　２８ ．２４０　　２７９ ．２３３　　１２ ，４４７．５５６　　　６２．０６３　　　２７．９２９　　　２４ ，３１３

（出所）『繊維統計年報』各年次より作成

業の確立が起因している 。また精紡機も１９６５年の１，７ユ８万錘から８０年には１ ，２４５

万錘と約３０％減少しているが，延運転時問数はほとんど変動カミない。これは精

紡機自体の性能の向上もあるが，機数の減少を稼動率の向上によっ て補ってい

るのであり ，織機と同様に２４時問操業が大きな要因にな っている 。紡績，織布

の両部門とも従業員数は減少しているが，その中でもとくに減少が著しいのは

女子労働者であり ，男子労働者の比率は増大傾向にある。これは紡績，織布と

も機械化の進展が２４時間操業を可能にさせ，男子労働力の必要性が生じてきた

ためである。また運転時問数だけをみても，紡績の比重が低下し，合繊糸や混

紡糸の比重が相対的に増しており ，この面からも天然繊維から化学 ・合成繊維

へのシフトがうかがえるのである 。

（２９５）
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３　繊維貿易の動向

（１）繊維輸出の動向

　１９７０年代初めに最盛期を迎えた繊維産業は，１９７３年の石油価格上昇，１９７４～

５年の世界恐慌を期として生産縮小が顕著とたり ，目本の全産業におげる地位

も後退の一途とた っている。こうした繊維産業は対外関係においてどのように

変化してきているのか，また対外関係からどのような影響を受げているのかを

明らかにしなげれぱならないであろう 。

　第８表は１９６０年以降の目本貿易の動向と繊維貿易をあらわしたものである 。

目本貿易は１９６０年代以降急速に拡大し，いまや往復３，０００億ドルに達する規模

にまでな っている 。この貿易とくに輸出においては，自動車，鉄鋼，家庭電器，

科学 ・精密機器なとが大半を占め，かつての主座であ った繊維はますますその

比重を小さくしているのである。戦前および戦後１９５０年代までの目本貿易は ，

繊維を中心としたいわゆる労働集約的産業部門の商品を輸出し，生産拡大のた

めの原材料，機械機器なとを輸入する構造であ った。しかし今日の目本貿易構

造は，重化学工業品を主体とした輸出であり ，輸入は原材料を中心とする構造

に変わ ってきている 。

　目本貿易は，輸出では１９６０年の４０億ド ノレから８１年には１，５２０億ドルと３８倍に

増加しているが，繊維品はこの間１２億ドルから７２億ド ノレ と６倍の増加にすぎな

い。 繊維品の占める比率も１９６０年の３０％から８１年には５％弱と大幅に低下して

いる。これは輸出の面だげでなく輸入においても同様である。綿花，羊毛など

の原料輸入は，１９６０年には８億ドルと輸入総額の１７．６％を占めていた。ところ

が８１年には２４億ドルと金額的には３倍に増加したが比率では２彩弱にすぎない 。

目本の輸入は依然として原材料の占める比率は高いが，同じ原材料でも石油，

石炭などの鉱物性燃料，鉄鉱石たとの金属原料，木材なとが輸入額も大きく ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（２９６）
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第８表　日本の輸出入総額と繊維輸出入の推移
　　　　　　　　　　　　　　（単位）ユ００万ドル　△赤字　構成比　％

＼輸１１額驚琶 （構成１）輸１１額驚葉 （構成１） 欝簿蟹麓 騨
１９６０　　４．０５４　１，２２３（３０．２）　４．４９１

　６！　　４．２３５　１，１５５（２７．３）　５．８１０

　６２　　４．９１６　１ ，２５６（２５．５）　５．６３６

　６３　　５．４５２　１ ，２４６（２２．９）　６ ．７３６

　６４　　６．６７３　１，４２６（２１．４）　７．９３７

　６５　　８．４５１　１，５８２（１８．７）　８．１６９

　６６　　９．７７６　１ ，７６２（１８．０）　９ ．５２２

　６７　　１０．４４１　１ ，７０４（１６．３）　１１ ．６３３

　６８　　１２．９７１　１ ，９７７（１５．２）　１２．９８７

　６９　　１５．９９０　２，２７１（１４．２）　１５．０２３

　７０　　１９．３１７　２，４０８（１２．５）　１８．８２１

　７１　　２４．０１８　２，７７２（１１．５）　ユ９ ．７１１

７２　　２８．５９１　２，９２６（１０．３）　２３ ．４０７

　７３　　３６．９３０　３，２７９（８．９）　３８．３１３

　７４　　　　　　５５ ．５３５　　　４，０６５　　（　７．３）　　　　６２．１１０

　７５　　５５．７５２　３，７１９（６．７）　５７．８６３

　７６　　６７．２２５　４，１９２（６．２）　６４．７９８

　７７　　８０．４９４　４，６７６（５．８）　７０．８０８

　７８　　　　　　９７．５４３　　　４ ，８７０　　（　５ ．Ｏ）　　　　７９ ．３４３

　７９　　１０３．０３２　４，９０８（４．８）　１１０ ．６７２

　８０　　１２９．８０７　６，２９６（４．９）　１４０．５２８

　８１　　１５２．０３０　７，１７４（４．７）　１４３ ，２９０

　７９０（１７．６）　７９０　　－　　４３３

　９８２（１６．８）　９８２　　－　　１７３

　７６５（１３．６）　７４１　　２４　４９１

　９２９（１３．８）　８８３　　４６　３１７

　９３４（１１．８）　８７３　　６１　４９２

　９０４（１１．１）　８４７　　５７　　６７８

　９９２（１０．４）　　９２３　　６９　　７７０

１， ０１５（８．７）　８９７　　１１８　６８９

１， １１２（８．６）　９５１　１６１　８６５
１， １２６（７．５）　９２６　２００　１．１４５

１， ２８１（６．８）　９６７　３１４　１ ．１２７

１， ３４０　　（　６ ．８）　　　　　９５７　　　　　３８３　　　１．４３２

１， ８９４（８．１）　１．３４７　５４７　１ ．０３２

３， ９０２（１０．２）　２．１８７　１，７１５△６２３

３， ６９０（５．９）　１．８６１　１．８２９　３７５

２， ８２８（４．９）　１．５２４　１．３０４　８９１

３， ４８１（５．４）　１．７９５　１．６８６　７１１

３， ７２０（５．３）　２．００２　１．７１８　９５６

４， ８３４（６．１）　２．１０３　２．７３１　　３６

６， ２８！（５．７）　２．４４９　３，８３２△１ ．３７３

５， ５７３（４．０）　２．３９３　３．１８０　７２３

５， ８３４（４．１）　２．４０４　３．４３０　１ ，３４０

（出所）ｒ通商白書』各年次より作成 。

食料品なども輸入が増大している。他方繊維原料の輸入比率は低下しているが

繊維製品の輸入は著しく増加している。繊維製品は１９６０年にはほとんど輸入さ

れていたか ったのが，８１年には３４億ド ノレ と繊維原料の輸入額２４億ド ノレ を１０億ド

ノレ も超え，輸入総額に占める比率も３劣と増加しているのである。これは前述

のように，繊維産業の停滞ないし低下傾向と，発展途上諸国からの輸入拡大に

起因しているのである 。なお１９７３年，７９年には原材料の価格上昇もあ って繊維

の輸出入差額はマイナスを記録しており ，その他の年もその差額は小さくなり

つつある 。

　繊維生産におげる輸出入の関係は，第１表で示したように生産総量は１９７０年

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２９７）



１８　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３１巻 ・第３号）

をピークとして低下傾向を示しているが，今目でも輸出比率は３０％を超えて

いる 。だが１９７０年代は１９６０年に比すれぱ生産量は２倍とな っているが，５０年

代・ ６０年代に比して輸出比率は小さくなりつつある。輸出数量をみると１９７１

年の７３万トソが最高であり ，輸出比率は低下しても輸出数量だげは増加した 。

Ｌかし８０年には６０万トソとピーク時の約８０劣の数量しか輸出できたかったので

ある。輸出数量と輸出金額との関係は，輸出商品種類の相違を考慮しなげれ

ぽ， ７０年から８０年にかげての輸出額の増大は，輸出数量が低下しているので

あるから，輸出商品の価格引き上げによるものであることにたる。７０年は輸出

斎＼　生産総量

１９５６

　５７

　５８

　５９

　６０

　６１

　６２

　６３

　６４

　６５

　６６

　６７

　６８

　６９

　７０

　７１

　７２

　７３

　７４

　７５

　７６

　７７

　７８

　７９

　８０

１， １３９ ．５７４

１， １６１ ．０１０

　９７８．１６６

１， １２３ ．１２２

１， ２７０．１５０

１， ３０５ ．１５５

１， ２４３ ．６５９

１， ２９４．２５７

１， ４０５．８４２

１， ５６６ ．０９６

１， ５８４．１８４

１， ７０８．５１０

１， ８３０ ．７７７

１， ８９９ ．２０４

２， ０３９ ．７７７

２， １７４．９０６

２， １２９ ．９３８

２， ２５１ ．６９７

１， ９４８．１９６

１， ７７６ ．４２４

２， ０００ ．１４５

１， ８８８．４６７

１， ９３１ ．９００

２， ０７２．０１５

２， ０４９ ，７４３

第９表　繊維生産量と輸出入比率

輸　　出

３７３．８４７

４４５ ．７３３

３９６ ．２２３

３９６ ．９２６

４８６ ．８５７

４４９ ．８６９

４６５ ．３０２

４２１ ．００６

４４６ ．９７３

４９４．６１５

５６２．６１２

５０８ ．９８４

５６２．１７２

６２２．０９２

６１０．３７６

７３４ ．５３６

７１９ ．１７４

５７９ ．４５０

６２２．２３２

６３９ ．４９４

６３６ ．９５５

７１０ ．６６６

６０６ ．７９９

５０７．７２７

６００ ，６００

輸出比率

３２，８

３８，４

４０ ，５

３５ ，３

３８，３

３４ ，５

３７，４

３２，８

３１ ，８

３１ ，６

３５ ，５

２９ ，８

３０，７

３２ ，８

２９ ，９

３３ ，８

３３ ，８

２５ ，７

３１ ，９

３６ ，０

３１ ，８

３７ ，６

３１ ，４

２４ ，５

２９ ．３

輸　　入

　４．６２９

　５．５０４

　３．３５５

　２．８２１

　３．６５３

　２．９５２

　３．００２

　６．７８２

　７．６７０

　６．１７１

　８．３７８

２４ ．４２９

３３ ．２０８

２７．８４４

６２．５１５

８７．３２８

１４２．９１５

３１５ ．４９８

２１０ ．７１３

１３１ ．３９９

１６９ ．０４７

１４９ ．５７６

２８３ ．７８１

３３９．３０２

２７７，８４０

（単位）　トン　％

輸入比率

０． ４

０．
５

０． ３

０． ３

０． ２

０． ２

０． ２

０． ４

０． ４

０． ３

０． ４

１．

２

１． ５

１．
２

２． ５

３． ２

５， ２

１０ ．２

７． ７

５． １

７． ４

５， ６

１０ ，２

１１ ．５

９． ７

（出所）［繊維統計年報』より作成。輸出比率は輸出数量を生産総量で除したもの。輸入比率は輸入数量を国内

　　供給量で除したもの 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（２９８）
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６１万トソで輸出額は２４億ドル，８０年は６０万トソで７２億ド ノレ と数量的にはほとん

ど変わらなか ったが，金額的には３倍に増加しているということからも明らか

であろう 。輸出数量の低下傾向に反して輸入数量は着実に伸びているのである 。

ユ９６０年は生産総量のわずかＯ．２％，３，６００トソの輸入であ ったのが，８０年には２８

万トソと７０倍に増加し，生産総量に占める比率も約１０劣とな っている。とくに

輸入は１９７０年代に入 っての伸びが目立 っており ，金額的にも繊維原料と繊維製

品を合わせて８１年には５０億ド ノレ を超している。そしてこの輸入増加の最大の要

因は織物類や繊維二次製品の極東諸国からの輸入にある。したが って日本の繊

維製品の国内消費は数量的には２０％近くが外国製品ということになる（第９表）。

　繊維品を素材面からみれは，１９６０年代の初めまでは天然繊維は化合繊を生産

量では超えていた。６０年代に入 って合繊はアメリカを始めとする外国からの技

術導入によっ て生産が拡大され，７０年代の後半には天然繊維の生産量をはるか

に抜き，最近ではその生産量は２倍以上にな っている。化合繊は今目の長期不

況の続く中でピーク時の生産の５％減にすぎたいが，一方の天然繊維は１９７３年

の７７万９千トソから８０年には６４万３千トソと２０％近くの生産量低下にた ってい

る。 そして生産に占める輸出比率では，化合繊は，ユ９５０年代はステープ ノレ ・フ

ァイバ ー（スフ）などが輸出されていたが，７０年代にはナイロソ，ポリニステ

ノレ，アクリノレなとの生産増大に伴って輸出が増加し，数量的には７１年の５９万３

千トソ，比率では７５年の４８％が最高水準とな っている。だが輸出数量は８０年に

は４９万５千トソと１０万トソも数量が減少しており ，輸出比率も３５劣と最高時に

比して１３％も下が っているのである。この輸出数量および輸出比率の低下は ，

世界不況の長期化が大きな要因であるが，同時に国際競争力の低下も起因して

いる 。また天然繊維では１９６０年に輸出数量は２９万６千トソと生産量の約４０％を

輸出していたが，８０年にはそれぞれ１０万５千トソ，１６．４％と６０年の３分の１近

くにまで激減しているのである。世界的な傾向として繊維生産および需要が ，

天然繊維から化合繊に移行しているとはいえ，この天然繊維の輸出減少はすぐ

れて国際的競争力の低下にあるのである 。

　一方の輸入は，第８ ，９表の輸入額，輸入数量の推移にみられるように，化

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２９９）
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合繊，天然繊緯とも輸入の伸びは大きい。化合繊では，１９６０年にわずか６５２ト

ソの輸入にすぎなか ったのが，８０年には１０万６千トンと約１６０倍への急増とた

っている 。とくにこの急増は７０年代に入 ってからのものである。これは後にみ

るように・日本の化合禅資本の海外生産，技術輸出と期を一にしており ，国内

の国際競争力の低下とあいまっ て， 日本資本の海外進出は逆に目本の輸入量の

増加とた ってあらわれたのである。また天然繊維は，１９６０年に輸入量は３，ＯＯＯ

トソにすぎなか ったが，８０年には１７万２千トソと５７倍も増加している。この天

第１０表　化学 ・天然繊維別生産，輸出入状況推移
（単位）　トン　％

べ　　　ｕ　　化学合成繊維　　　　　天　然　繊　維
　　　　生産１輸出１輸出比率１輸入生産輸出輸出比率輸入

１９５６　　　　　　４００．６８２　　　１７８．６２６　　　４４．６

５７　　　　　　４３５ ．５２２　　　２１６ ．２０５　　　４９ ．６

　５８　　　　　　　３３４．５３３　　　１８８．２４８　　　５６ ．３

　５９　　　　　　４１２．５１３　　　１７５ ．６６０　　　４２ ．６

　６０　　　　　　５１２．０７９　　　１９０．１１６　　　３７．１

６１　　　　　　５２８．３００　　　１８３ ．４９４　　　３４．７

　６２　　　　　　５３４．４０２　　　１８９ ．９２１　　　３５ ．５

　６３　　　　　　５８４．９５６　　　１７２．７５３　　　２９ ．５

　６４　　　　　　６８２．９４６　　　１９０．９５５　　　２８．０

　６５　　　　　　　７９４．８５６　　　２４９ ．２５９　　　３１ ．４

　６６　　　　　　８４９ ．８９３　　　３１５．１７１　　　３７．１

　６７　　　　　　９６５ ．６０６　　　３１５ ．６９７　　　３２．７

　６８　　　　　１ ，０７２．１０５　　　３７０．６６２　　　３４．６

　６９　　　　　１ ，１５７．０２６　　　４４６ ．１１２　　　３８ ．６

　７０　　　　　１ ，２８９ ．６１３　　　４６３．４０２　　　３５ ．９

　７１　　　　１ ，４２４．４２７　　　５９３ ．６４５　　　４１ ．７

　７２　　　　　１ ，３５２．７２９　　　５９０．６９３　　　４３．７

　７３　　　　　１ ，４７２．６０６　　　４９６ ．４２３　　　３３ ．７

　７４　　　　　１ ，２７７．０４０　　　５３８．３７０　　　４２．２

　７５　　　　　１ ，１４９．４８２　　　５５２．００２　　　４８．０

　７６　　　　　１ ，３１９ ．７０４　　　５３９ ．８４６　　　４０．９

　７７　　　　　１ ，２９６ ．５９７　　　５９６ ．５５１　　　４６ ．０

　７８　　　１，３５３．９６３　　５２０．１１０　　３８．４

　７９　　　　　１ ，４１９ ．８７３　　　４４３ ．８５２　　　３１ ．３

　８０　　　１ ，４０６．３４３　　４９５．３９１　　３５．２

　９４４
３． １５２

　３８１
１． ０２９

　６５２

　６４０

　６８６
３． １５２

２． ４９０

２． ４５５

２． ５８８

４． １８１

５． １６８

７． ０１５

１３ ．５７２

１８，Ｏ０５

２２．３０９

９４．０５５

９０．３４９

３９ ．９８６

５６ ．７１４

５９ ．６３０

１０６ ．２９８

１１６ ．６６４

１０５ ，９７９

７３８．８９２　　　１９５．２２１　　　２６ ．４　　　　　３ ．６８５

７２５ ．４８８　　　２２９ ．５２７　　　３１ ．６　　　　　　２．３５２

６４３．６３３　　　２０７．９７１　　　３２．３　　　　　　２．９７４

７１０．６０９　　　２２１ ．２６６　　　３１ ．１　　　　　　１ ．７９２

７５８．０６５　　　２９６．７４１　　　３９ ．１　　　　　　３ ．００１

７７６ ．８５５　　　２６６ ．３７５　　　３４．３　　　　　　２．３１２

７０９ ．２５７　　　２７５．３８１　　　３８．８　　　　　　２．３１６

６９９ ．３０１　　　２４８．２５３　　　３５．５　　　　　　３ ．６３０

７２２．８９６　　　２５６ ．０１８　　　３５．４　　　　　　５．１８０

７１１ ．２４０　　　２４５．３５６　　　３１ ．８　　　　　３ ．７１６

７３４．２９１　　　２４７．４４１　　　３３ ．７　　　　　５ ．７９０

７４２．９０４　　　１９３．２８７　　　２６ ，０　　　　　２０．２４８

７５８．６７２　　１９１ ．５０８　　２５，２　　　２８．０４０

７４２．１７８　　　１７５．９８０　　　２３，７　　　　　２０．８２９

７５０．１６４　　　１４６ ．９７４　　　１９ ，６　　　　　４８．９４３

７５０．６５９　　　１４０．８９１　　　１８，８　　　　　６９ ．３２３

７７７．２０９　　　１２８．４８１　　　１６ ．５　　　　１２０ ．６０６

７７９ ．０９１　　　　８３ ．０２７　　　１０．７　　　　２２１ ．４４３

６７１ ．１５５　　　　８３．８６２　　　１２．５　　　　１２０．３１７

６２６ ．９４２　　　　８７．４９２　　　１４，０　　　　　９１ ．４１３

６８０．４４１　　　　９７．１０９　　　１４．３　　　　１１２．３３３

５９１ ．８７０　　　１１４．１１５　　　１９，３　　　　　８９ ．９４６

５７７．９３７　　　　８６ ．６８９　　　１５．０　　　　１７７．４８３

６５２．１４２　　　　６３．８７５　　　　９ ．８　　　　２２２．６３８

６４３．４００　　　１０５．２０９　　　１６ ．４　　　　１７１ ，８６１

（注）生産，輸入は糸．輸出は織物，二次製晶を含む

（出所）『繊維統計年報』各年次より作成

　　　　　　　　　　　　　　　（３００）
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然繊維の輸入増加は，化合繊と同様に７０年に入 って顕著にな ったもので ，とく

に綿織物，衣類たどの増加である。この天然繊維の分野においても目本の紡績

資本の海外進出が，輸入を増加させる原因にもな っており ，また発展途上諸国

や中国たとの生産拡大，国際競争力の上昇が日本の輸入の増大要因でもある

（第１０表）。

　繊維品の輸出入状況を種類別にみると ，まず輸出においては，１９６０年代以降

輸出構造の変化が著しいのである 。糸類は１９６１年には１億６千万ド ノレ を輸出し

ていたが８１年には１２億５千万ド ノレ と約８倍に増加している。その内容は，かつ

ての輸出の最大額を記録した生糸が１９７０年代に入 ってほとんど輸出されておら

ず， 最近では逆に輸入商品にさえた っている 。また綿糸も国際競争力とくに価

格面で劣位にあることから輸出数量は伸びていない。糸類での金額の伸びは ，

合成繊維糸の輸出増加によっている 。ユ９６１年には６，３７０トソ，金額にして１，９８０

万ドルにすぎなか ったのが，８１年には１６万トソ約８億ド ノレ と４０倍の増加である ・

ただし糸類も輸出は１９７０年代初期がピークで，近年は数量的に大幅に低下して

いる 。金額的な伸びは，合成繊維糸の輸出単価引き上げにある。原材料の価格

上昇かその大きな原因であるとはいえ，輸出価格の上昇はそれだけ国際的競争

力を低下させ，輸出を減少させることになる ・

　織物類では，ユ９６１年から８１年のこの２０年間に金額的には６倍強の増加とな っ

ている 。しかし数量的には大幅に減少している。とくに綿織物は顕著で，同じ

２０年間に金額的には３億５千万ドノレから６億ド ノレ とユ・７倍増加しているカミ・数

量的には１億１，８００万平方 メートノレから３，５００万平方 メートルと３分の１以下

への大幅輸出減とた っている 。綿織物の最近の輸出商品は，いわゆる高級化 ・

付加価値の高いものへ移行しつつあるが，金額の伸びは糸類と同様に価格上昇

によっ ているのである 。スフ 織物も綿織物同様輸出減少は著しく ，２０年間に数

量的には６分の１以下にまでな っている。綿織物，スフ，人絹織物・毛織物

などの輸出減が続く中で，増加したのは合繊織物のみである 。１９６１年の４，８００

万ド ノレ ，３，２００トソから８１年には２６億６，７００万ド ノレ，２０万トソとそれぞれ５０

～６０倍の増加である。また７０年代に入 っても輸出は増加しているのである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３０１）
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第１１表　繊維品種類別

　　　　　合　　計　　糸　　類
　　　　　　　　　　　　　　　　生　　糸

１９６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

１， １５５ ．５　　　　　　　１５７．２

１， ２５６ ．６　　　　　　１７１ ．５

１， ２４６ ．９　　　　　　１６２．９

１， ４２６ ．５　　　　　　　１８３ ．１

１， ５８１ ．７　　　　　　　１９７．１

１， ７６２．４　　　　　　　２４０ ．５

１， ７０３ ．７　　　　　　２１１ ．４

１， ９７７．３　　　　３１５．４

２， ２７０．６　　　　　　３９９ ．５

２， ４０７．５　　　　　　４２７．１

２， ７７２．１　　　　　　５３６ ．１

２， ９２５ ．８　　　　　　５１１ ．１

３， ２７８．８　　　　　５７９ ．２

４， ０６４．８　　　　　　８１０ ．６

３， ７１８．７　　　　　　５８６．６

４， １９２．４　　　　６２４．６

４， ６７５．８　　　　　　８１０．８

４， ８７０．２　　　　　　７５７．８

４， ９０８．２　　　　　　７６７，９

６， ２９５．５　　　　　１ ，１５０ ．０

７， １７３ ．６　　　　　１ ，２５２．８

綿糸１合成繊維糸
４９ ．９（５５．６）　３３．１（２１６．６）　１９．８（　６３ ．７）

５３ ．７（４６．４）　２５．９（１７０．１）　２９．３（　９４．６）

４９ ．６（３４．９）　２１．６（１４６．１）　３８．Ｏ（１２５．３）

２７．３（２２．８）　２５．１（１６８．３）　５９．６（２０８．１）

１３ ．５（１０．５）　２０．４（１１４．２）　８６．２（３５０．０）

８． ６（５．４）　２３．７（１５８．２）１１０．６（４９６．４）

４． ０（２．２）　１０．９（６１．６）１２４．１（５８２．Ｏ）

８． ７（４．６）　　７．０（７０．１）１９０．２（９０３．９）

２． ８（１．４）　１４．２（７３．３）２６０．５（１ ，２４８．９）

１． ３（０．６）　１４．８（７１．１）２８６．Ｏ（１ ，２９８．７）

０． ３（０．１）　５０．Ｏ（７５．８）４０３．１（２，０６１ ．８）

Ｏ． ２（０．１）　１１．３（６０．２）３６７．７（１ ，９８１ ．４）

０． ４（０．１）　１９．５（８０．４）４４８．３（１ ，７９５ ．９）

Ｏ．

２（一）　３０．２（１０６．８）６００．３（１ ，９７６ ．１）

一（一）　２２．５（９９．５）４１９．３（１ ，７８３ ．５）

一（一）　２０．４（７５．Ｏ）４３５．２（１ ，６０６ ．６）

一（一）　３３．２（９０．７）５０９．０（１ ，８８８．０）

一（一）　１７．７（４９．７）４８７．０（１ ，５７６ ．４）

一（一）　１５．６（２８．１）４９０．７（１ ，２７３ ．１）

一（一）　５２．１（９７．８）６３６．８（１ ，４４６ ．７）

一（一）　３４．９（４８．６）６９８．７（１ ，６００．７）

　（注）ただし，糸類の金額は１９７２年以降生糸を合んでいない 。

　（出所）『通商白書』各年次より作成 。

それは数量的にも金額的にでもある。この合繊織物の輸出増は，綿織物同様に

高付加価値た差別化の大きい商品種類によっていることと ，極東アジァの縫製

工場向けの輸出によっ ているのである。その他繊維二次製品や衣類は，それぞ

れ金額的には増加しているが，数量的な伸びはなく ，これらの部門は逆に輸入

が増大しており ，国際競争力の低い分野なのである（第１１表）。

　地域別 ・国別輸出の状況は，この２０年間で東南アシア地域（統計では極東アジ

ァー中国を除く一を含めている）の比重が増加している点に特徴がある。東南アシ

ア地域は，１９６０年には３億７千万ドル，繊維輸出に占める比率は約３０％であ っ

たのが，８１年には金額的には７倍弱の２４億５千万トノレ，比率においても約３５％

と増加している 。この東南アシア地域の中でも韓国，台湾，香港なとの極東アン

　　　　　　　　　　　　　　　　（３０２）



輸出推移

織物類
綿織物

日本繊維産業と外国貿易（岩田）　　　　　　　　　　　　２３

　　　（単位）金額　１００万ドル

　　　　　　（）内は数量（糸類１００トン，織物類１００万ｍ２）

スフ織物 合成繊維
二次製品

６１８．７　３４７．７（１ ，１７９ ．７）　１０３．７（５１５．１）　４７．９（　３２．１）　　３１５ ．４

６８７ ．７ 　３４１ ．３（１ ，２１０．８）　９５．１（４７５．６）　６６．８（１２８．７）　　３３５－８

６７２．２ 　３０７．８（１ ，Ｏ０７．７）　８８．Ｏ（３７６．７）　９９．Ｏ（１８７．３）　３４０ ．６

７３０．９　３４９．７（９９１．２）　８５．７（２４７．０）　１３６．９（２６２．Ｏ）　４３０．０

７９８．８　３０２．６（１ ，００８．４）　９０．２（３７５．９）　１８５．６（４１９．３）　４４４．３

８６９ ．８ 　２８５．７（９９２．８）　８７．５（３８６．９）　２７１．９（６３７．８）　５０９．４

８５８ ．０ 　２４８．１（８０２．Ｏ）　 ７０ ．８（２７５．４）　３１２．９（６８３．６）　　４９９ －４

９５２．８２３８．４（６６５．５）　６６．６（２３１．６）　３９３．７（８６８．９）　５６３ ．０

１， ０５９．９　２２１．３（５５０．２）　５８．４（１９８．８）　５１７．６（１１２．２）　６４０ ・１

１， １２７．６ 　１８７．６（４２８．８）　 ４５ ．７（１３５．８）　 ６２５ ．６（１ ，３３９ －３）　 ６５３ ・２

１， ３１４．０　 １９５ ．５（４０８．９）　３７．２（１０３．６）　７５０．６（１ ，５７６．３）　６８０．７

１， ４１７ ．０ 　２３１．１（３７５．８）　３３．８（８５．１）　８１４．１（１ ，５１５ －８）　 ６８７ ．４

１， ５７４ ．５ 　１９４．７（２４６．７）　 ２６．２（３８．６）１ ，ＯＯＯ ．３（１ ，３４１ ．９）　６６６ ．４

１， ９４６ ．５ 　２４１．３（２８７．７）　３０．２（５３．４）１ ，２６４ ．５（１ ，５３７．２）　６５１ ．７

１， ９９５．９　 ２５９ ．５（２８２．８）　 ２６．３（５６．８）１ ，３００ ．Ｏ（１ ，７１８．７）　 ６７０ ・０

２， ２７４ ．６ 　３２２．４（３１１．６）　 ２６．４（４５．３）１ ，５３１ ．２（１ ，７８２・７）　 ７９２ ・１

２， ４２６ ．１ 　４１４．１（３９８．４）　 ４２．９（８１．４）１ ，５８３ ．Ｏ（１ ，９０７．２）　 ９０９ ・０

２， ５８２ ．１ 　３７２．５（３０３．Ｏ）　 ５２．４（６４．３）１ ，７６４ ．８（１ ，７２２．０）　 ９７３ ・０

２， ７４１ ．６ 　３３２．９（２２５．７）　 ６８．９（６７．６）１ ，９３６ ．Ｏ（１ ，５８７・１）　 ８３８ ・１

３， ３３１ ．０ 　４８６．Ｏ（３１６．４）　 ７３．６（７３．３）２，２５４ ．２（１ ，７４３ ．４）　 １， １１２・５

３， ９３７ ．２ 　５９７．７（３５４．６）　 ７７．８（７２．Ｏ）２，６６６ ．７（２ ，Ｏ０１ ．８）　１ ，２２１ ・５

衣　　類

１９１ ．１

２０４ ．３

２１１ ．１

２５１ ．８

２８７．３

３４０ ．４

３３５ ．６

３８７．１

４５１ ．４

４６２ ．４

４６７．９

４２９ ．３

３６９ ．９

３２９ ．０

３３１ ．９

４１６ ．４

４６３ ．４

４８５ ．８

３５１ ．０

４９９ ．６

５７８ ．３

ア地域への輸出が増加しているのである。香港などは日本の繊維資本（とくに縫

製）の進出もあ って縫製用の素材などを中心に，１９６０年の７千万ド ノレから８１年

には８億３千万ド ノレ と１０倍以上の増加とな っている 。韓国は１９７０年代に入 って

からの輸出増加は小さく ，最近では，韓国の繊維工業とくに紡綾，合繊織物，綿

’絹織物の発展か急速であり ，逆に目本の輸入増にさえな っている。また東南

アジア地域への輸出増とともに西アジァ地域への輸出が拡大されている 。１９６０

年には７千万ド ノレ弱であ ったのが，８１年には１４億ド ノレ と約２０倍の増加である 。

この増加はとくに７０年に入 ってからで，サウジアラビア，イラソたどの石油輸

出国への輸出である 。ヨーロッパ，北アメリカ地域への輸出は，２０年問に３～４

倍増加したが，この増加は数量増ではなく金額増で，輸出価格の上昇によるも

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３０３）
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のである。この先進国市場への輸出は，かつて低賃銀労働カを背景にして国際

競争カを強化し市場進出してい ったのであるが，今や戦前の目本と同じような

ことが発展途上諾国の繊緯産業にもあてはまり ，これらの諸国は目本を抜いて

先進国市場へ進出してい っているのである。それが目本の先進地域への相対的

輸出減とな っている。この他日本の輸出地域では杜会主義国への増加も大きい 。

１９６２年の４千万ドノレから８１年には９億４千万ド ノレ と２０倍以上も増加している 。

この杜会主義国への輸出増は，７０年代に入 ってからの目中国交回復に伴う日中

貿易の拡大に起因している。ソヴィニトヘの輸出増も合繊織物などを中心にし

ており ，日本の繊維製品の有力な市場とな っている。このように日本の繊維品

の国別 ・地域別輸出は２０年問でかなりの変化をとげてきたが，とくに先進国市

第１２表　繊維品の輸出

　　　　　　合　計　東　南　　　　　　　　　　　　　イソド　　　　　　　　　　　アジア韓国香港台湾タ　イ ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不シア
１９６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

１， ２２３．３　　　　３７１ ．３　　　　８，８　　　　６８．８　　　　ｎ．ａ　　　　ｎ．ａ　　　　６７．６

１， １５５．５　　　　　　３７１ ，９　　　　　　１５ ．６

１， ２５６ ．６　　　　　　３３９ ，８　　　　　　１５ ．７

１， ２４６．９　　　　３４３，８　　　　１５ ．１

１， ４２６．５　　　　　　３７８，３　　　　　　２１ ．９

１， ５８１ ．７　　　　　　　４２９ ，９　　　　　　３６ ．５

１， ７６２．４　　　　５４０，８　　　　５４ ．８

１， ７０３．７　　　　５４７，６　　　　８２．０

１， ９７７．３　　　　　６７１ ．０　　　１１１ ．３

２， ２７０．６　　　　　　７８３ ．６　　　　　１１８．４

２， ４０７．５　　　　　　８４７．５　　　　　１５０ ．９

２， ７７２．１　　　　　　９６６ ．０　　　　　１５０ ．３

２， ９２５ ．８　　　　　　　９７６ ．３　　　　　１５４ ．３

３， ２７８．８　　　　　１ ，３５６ ．５　　　　３４０．６

４， ０６４．８　　　　　１ ，３７６ ．０　　　　２８２．７

３， ７１８．７　　　　　１ ，２４１ ．９　　　　　２４２．６

４， １９２．４　　　１，３７９．８　　　３０５ ．６

４， ６７５ ．８　　　　　１ ，５５３．７　　　　３２１ ．７

４， ８７０．２　　　１ ，７６３．８　　　３４１ ．９

４， ９０８．２　　　１ ，９１６．２　　　３３０．１

６， ２９５ ．５　　　　　２，２１９ ．８　　　　　３１４ ．４

７， １７３ ．６　　　　２，４５４ ．８　　　　３５２．２

５８．２　　　　　ｎ．ａ　　　　　ｎ．ａ　　　　４７，９

７７，４　　　　１３，９　　　　４６，５　　　　２８，８

８９ ，１　　　　　　１６ ，５　　　　　　４７，７　　　　　　１３ ．８

１０４，２　　　　２４，５　　　　４８，７　　　　２７，６

９９ ，８　　　　２４，１　　　　４４，８　　　　４５．４

１３４，４　　　　３１ ，１　　　　５６，２　　　　４７．２

１２６ ，９　　　　３９，２　　　　５７，２　　　　５１ ．２

１９０，６　　　　５３，３　　　　４９，５　　　　２６ ．１

２３１ ，５　　　　　７３，２　　　　　５１ ，２　　　　　２７．４

２４８，３　　　　　　９０，７　　　　　　４６ ，１　　　　　　２８．６

２８０．１　　　１２５，９　　　　３５，８　　　　４０．９

２８１ ．５　　　　　１３３ ，１　　　　　　４１ ，９　　　　　　６１ ．３

３０４ ．７　　　　　２２１ ，４　　　　　　５９ ．０　　　　　１１７．２

３２５ ．６　　　　　１７２，５　　　　　６７．２　　　　　１３８ ．５

３２９．２　　　１５５，３　　　　５０．９　　　１１１ ．７

３９１ ．１　　　　　１５８，９　　　　　４６ ，５　　　　　８８．３

４５０．２　　　　　１４２，１　　　　　４５ ，２　　　　　　７８ ．６

５３９ ．３　　　１６７，５　　　　４６，６　　　　９３ ．５

５９６．７　　　１９０，１　　　　５２．６　　　１２７．１

７６８．８　　　　　２１９ ，０　　　　　　７８．５　　　　　１４３ ．１

８２８．９　　　　　２５０，３　　　　　　８１ ．３　　　　　１５７．２

（出所）『通商自書』，『目本貿易月表』より作成 。

（３０４）
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場の比率が１９６０年の４３％から８１年には２４％と大幅に低下し，逆に発展途上諸国

へは５７％から６３劣とシ ェァが増加しているのである。これは先進国市場におけ

る繊緯品の輸入規制なとも影響しているか，これらの地域には発展途上諸国の

進出が目立 っており ，目本の繊維産業は国際競争上不利にな ったことをあらわ

している。また発展途上諸国への比率の増加は西アソア地域への輸出拡大か最

大要因であり ，すでにみたように数量的には低下傾向を示しているのである 。

ここにも発展途上諸国繊維産業の発展の影響があらわれている（第１２表）。

　繊維輸出において１９６０年代には３０％を占めていた綿織物は，今目では１０％に

も達していない。綿織物はかつては生糸と並ぶ輸出の代表的商品であ ったので

ある 。この綿織物の輸出状況をみると ，すべての国，地域での輸出数量が減少

地域別国別推移 （単位）ユ００万ドル

西アジアニーロッ 苦アメリ メリカ手 メ、 アフ１カ太洋州生義含中国

　６９ ．７　　　　　１１５ ．０　　　　　３３４ ．３　　　　　２９１ ，８

　７１ ．！　　　　　１２１ ．０　　　　　２７４ ．０　　　　　２３８ ，６

　６５．５　　　１２７．４　　　３４３．２　　　３０６ ，７

　７０．０　　　１２４．０　　　３２０．２　　　２８５ ，８

　８４．２　　　　　１３３ ．８　　　　　３６６ ．４　　　　　３２０ ，２

　９３．１　　　　１３５ ．４　　　　４６２ ．２　　　　４１１ ．２

１１３ ．０　　　１４８．３　　　５０１ ．３　　　４４２．４

１０８ ．９　　　　　１３４．６　　　　４４７．３　　　　　３８９ ．３

１３６ ．６　　　１４２．７　　　５６４．４　　　４９４ ．４

１２８．０　　　　　１８３ ．６　　　　　６４９ ．４　　　　　５６６ ．９

１２５ ．４　　　１７１ ．５　　　６８０．８　　　５９６ ．６

１４４．７　　　２００．８　　　８０８．４　　　６９６ ．９

２０７．３　　　　　２２０ ．８　　　　　７３８ ．３　　　　　６１８ ．３

３０６ ．２　　　　２０５ ．５　　　　６０４．６　　　　５２２ ．９

４６３ ．６　　　　２８７．０　　　　５８１ ．３　　　　４８９ ．０

　５７０．９　　　２３０．５　　　５２３．７　　　４３２ ．２

６５５ ．９　　　　　２６０．０　　　　　６３７．６　　　　　５６７ ．３

７０５ ．８　　　３０２．９　　　７７４．２　　　６５８ ．８

　７７３ ．８　　　　３３６ ．８　　　　８１３ ．２　　　　７０９ ．６

　８５４．８　　　３９３．１　　　６０９．４　　　５２２ ．４

１， ２２３ ．８　５２８．３　　６６３．３　　５９２ ．８

１， ３８８．６　５０２．９　９０６．６　８１２．９

６８ ，４

６３ ，７

７２ ，６

６５ ，９

９１ ，２

８４ ，８

８２ ，７

８２ ，３

７９ ，８

９６ ．９

１１３ ．３

１３０ ．６

１３８ ．６

ユ０５ ．６

２０１ ．９

１７８ ．７

１８５ ．２

２０９ ．１

１７２ ．７

２００ ．１

２３９ ．１

２２４ ．６

１８５ ，３　　　　　　７９ ．３　　　　　　　一　　　　　　　一

１８８ ，６　　　　　　６４ ．３　　　　　　　一　　　　　　　一

１８３ ，７　　　　　　８１ ，８　　　　　４２ ．５　　　　　　　－

１９９ ，０　　　　　８１ ，６　　　　　４２．１　　　　　　－

２１６ ，８　　　　　９３ ，６　　　　　６２．２　　　　　　　－

２１７，３　　　　　９５ ，６　　　　　６３ ．１　　　　　　－

１９２，４　　　　９９ ，１　　　　８４．９　　　　　－

１８７．４　　　１１５ ，０　　　　８０，５　　　　２５ ．３

１８３ ．０　　　１！３ ，２　　　　８６，６　　　２５ ．０

１７７．２　　　１２７．５　　　１２４．５　　　　ユ８ ．２

１８９ ．０　　　　　１３２ ．６　　　　１４７ ，４　　　　　１７ ．７

２１９ ．０　　　　！５７．１　　　　１４５ ．２　　　　　２ユ ．２

２４９ ．８　　　　　１７８ ．３　　　　２１４ ，５　　　　　２１ ．８

２８４．８　　　　　２３２．０　　　　１８３ ，２　　　　　６５ ．１

４２２．３　　　　　２４８．１　　　　４８４ ．６　　　　２０２．７

４１９ ．０　　　　　２０１ ．９　　　　３５２．０　　　　１２２ ．７

４１８．６　　　　２５１ ．４　　　　３６７ ．９　　　　１６１ ．９

４０４．４　　　　２３１ ．５　　　　４９４．１　　　　１９８ ．２

３４５ ．６　　　　２５０．５　　　　４１３ ．８　　　　１９７ ．６

２８３ ．８　　　　　２３７ ．８　　　　４！３ ．０　　　　！６３ ．３

３９８ ．２　　　２５２．０　　　７７！ ．１　　　４０３．９

４６１ ．８　　　　２９５ ．２　　　　９３９ ．０　　　　５９９ ．４

（３０５）



２６ 立命館経済学（第３１巻 ・第３号）

第１３表　締織物国別

　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　ジ　　　　　　　　　ア

　　　　　韓国香港タイツソガポールイソドネシア　計
１９６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

　一　　　　７６，１４４

　－　　　　　　１０４，１６１

　－　　　　８８，５３０

　－　　　　９３，７６９

　－　　　　８７．７３７

５． ７３５　　　　　　　９３ ．６３５

７． ３６５　　　　　　６３ ．５１９

７． ４４１　　　　　　６４．４２７

７． ０３２　　　　　　５８．２３６

７． ９４９　　　　　　４８．８５２

９． １１１　　　　　　７２．３９５

１０．９５６　　　　　　５４．３１９

１６ ．３９３　　　　　　２１ ．７８０

１５ ．８８９　　　　　　３８．７６３

１５ ．３８７　　　　　　４３ ．１２１

２２．５４３　　　　　　４８．９１４

２１ ．６７０　　　　　　５３ ．４５４

２０．９５４　　　　　　６４ ．１１９

１７．６０１　　　　　　６４．４７８

１７．４３９　　　　　　８４．３６２

１７．３５８　　　　　　９７，４１８

８８ ．６５８

８４ ．２５０

６７．７３６

６１ ．８８５

４７．７６２

５４ ．７４０

３９ ．０３７

１７．７９８

１３ ．１２５

１０．５６３

７． ６９７

７． ６６８

６． ４６９

７． ０７０

３． ８０９

２． ０９１

２． ７０６

３． １６７

１． ７５８

２． ８８８

３， ２６５

６５ ．７１８

５５ ．５６３

４６ ．１０１

３６ ．５１７

３６ ．４６４

２４．９９７

２５ ．６６５

１９ ．３１９

１２．３９６

１６ ．１０８

８． ８３０

１０ ．４１３

５． ９３２

９． ６０１

８． ６３８

１０ ．１７７

１２．０４９

７． ００１

７． ２３４

７． ０２２

８， ７６０

８０．６２０　　　　　５２０．６８４

５４．７４４　　　　　４６３ ．３３３

２３．５２０　　　　　３８１ ．１５８

１１ ．８７０　　　　　３４８．１３８

２８．１８５　　　　　４０２．８５１

３３．６８８　　　　　４０９ ．４２３

５２．０７３　　　　　３１２．６４５

３９ ．６１５　　　　　２４９ ．１３２

２２．９８１　　　　　１８７．４４２

８． １５６　　　　　１５８．５９０

５． ４４５　　　　　１６５ ．３１３

２． ７５３　　　　　１１６ ．７１９

３． ４１９　　　　　　８３．８４０

４． ５５８　　　　　１１０．０４６

５． ６６９　　　　　１２１ ．３１４

２． ７６５　　　　　１４９ ．４２４

１． １６５　　　　　２４５．８１９

　７８０　　　　　１９８．７３８

　２０９　　　　　１３８．５４４

　７３７　　　　　１９７．３２０

　７７６　　　　　２３８，３４７

（出所）噺績事晴参考書』（日本紡績協会）

している。とくにヨーロッパ地域へは，１９６１年の１億６千万平方 メートルから

８１年には３，３００万平方 メートルと８０％もの大幅な減少であり ，アメリカ地域で

も同じ期問に３分の１にな っている。また綿織物の最大輸出地域であ った東南

アジア地域は，綿織物輸出の約７０％を占めているが，１９６１年から８１年において

約３億平方 メートルの輸出数量減にな っている。とくに東南アソァ地域（極東

アジァを除く）への綿織物輸出減は，これらの地域での綿紡，綿織物の発展と ，

韓国，台湾，中国などのこれらの地域への進出が大きた原因とた っている（箪

１３表）。

　綿織物輸出は，２０年問で数量的には７０％も低下したが，金額的には１．７倍に

なっ ている。これは綿織物の輸出単価そのものが上昇しているからである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３０６）



輸出高推移

ヨ　　　　ロ　　　 ノく

目本繊維産業と外国貿易（岩田）

北・ 中南アメリカ

　　　　　２７

（単位）１０００ｍ２

アメリカ　太洋州　合　計
イギリス 計 アメリカ 計

４３ ．４１３　　　　　　１５８ ．７３０　　　　　　　８２．０７２　　　　　　１７７ ．４８６

２１ ．３６０　　　　　１１６ ．３１３　　　　　１０６ ．８２８　　　　　２２５ ．５１５

１２．８９０　　８５．９３７　　９２．９９６　　１９０．０３５

２４．０２４　　　　　　９７．２２１　　　　　　９９ ．５６９　　　　　２２９ ．５７５

２４．６８５　　　　　　８０ ．５６０　　　　　　１１４．３６５　　　　　　２２６ ．０８４

１８．５６２　　　　　　７８．６６５　　　　　１１８．６４１　　　　　２２０．５７７

１５．９７７　　　　　　７０．５９１　　　　　１０２．７７５　　　　　１８３ ．４７５

９． ７４７　　５７．９４７　　１０４．１４３　　１５５．４６９

８． ０６３　　５８．０８５　　１０７．５００　　１４８．７６４

４． ４１３　　　　　　４２．７９０　　　　　　７３ ．１１０　　　　　１０２．５６１

６． ０８７　　４２．８４６　　６１．６１３　　９２．３２９

６． ８３２　　４３．８５２　　８６．０３１　　１０７．８２１

４． ０８７　　２９．６３３　　３４．９３７　　４１ ．８３２

７． ９３６　　　　　　５４ ．８５６　　　　　　３３ ．５２６　　　　　　４３ ．８５０

６． ８８５　　４０．０９５　　２３．９９１　　３３．９２４

５． ５０４　　３８．１６３　　２８．４４７　　３９．０７９

６． ２６２　　４５．２５２　　２７．９８５　　４１ ．６１５

４． ４４８　　２３．２０１　　２１．７２１　　３０．０４２

１． ９１０　　３６．７０４　　１５．６６９　　１８．８９４

４． ４３３　　５３．４０１　　１９．３５５　　２５．２２４

１０．１７０　　３３．１６８　　２８．２４２　　３３ ，１４４

２１０．５７７　　　　　１１２．２９０　　　１ ，１７９ ．７６７

２３１ ．４３７　　　　　１４４．２４５　　　１ ，２１０ ．８４３

２２５ ．９６３　　１２４．５８７　１ ，Ｏ０７．６８０

１９８．６２７　　　　　１１７．５９８　　　　　９９１ ．１５９

１８５．２３９　　　　　１１３ ．６７５　　　１ ，Ｏ０８ ．４０９

１７１ ．４８５　　　　　１１２．６０９　　　　　９９２．７５９

１１７．４１９　　　　　１１７．８７２　　　　　８０２，Ｏ０２

９６．９６４　　１０５．９８５　　６６５．５３４

５８．２７５　　　　　　９７．５８６　　　　　５５０．１５２

４４．３５９　　　　　　８０．４６５　　　　　４２８ ．７８７

３１ ．６９３　　　　　　７６ ．６３３　　　　　４０８．８８９

３２．８１２　　　　　　７４．６００　　　　　３７５ ．８０４

２４ ．３２７　　　　　　６７．０９０　　　　　２４６ ．７２２

２７．６８８　　　　　　５１ ．２８５　　　　　２８７ ．７２５

３４ ．４８８　　　　　　５３ ．０１４　　　　　２８２．８３５

３０．８０８　　　　　　５４．１２０　　　　　３１１ ．５９４

２３ ．２２１　　　　　　４２．４９０　　　　　３９８．３９７

１２．６７１　　　　　　３８．３８３　　　　　３０３ ．０３５

　７．６６０　　　　　　２３ ．８６９　　　　　２２５ ．６７１

１７．５２３　　　　　　２２．９５３　　　　　３１６ ．４２１

２２．！８８　　　　　　２７．７９０　　　　　３５４ ，６３７

１９６０年には１ｋｇ当り８３４円であ ったのが，８１年には２，２６９円と２．７倍に上昇

している。綿織物輸出が従来の大衆品からテニム ，ギソカム なとの高価格商品

への輸出に移行しているとはいえ，全体的には価格上昇は著しい。とくに繊維

製品はド ノレ建輸出価格を設定しているがために，１９７１年以降のｒ円高」はド ノレ

価格の急騰を招いている。綿織物では円価表示の上昇率よりもド ノレ表示の上昇

率の方がはるかに高いのである。このドル建価格の上昇は国際的競争力を一層

弱めることにもな った（第１４表）。

　合成繊維織物は，数量的にも金額的にも増加している。金額では１９６０年の１

億８千万ドノレから８１年には２６億７千万ド ノレ と１４倍強の増加であり ，数量もこの

問５倍強の増加とな っている 。輸出は主にポリエステル短繊維織物，ポリエス

　　　　　　　　　　　　　　　　（３０７）
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第１４表　綿 ・化合繊輸出単価推移 （単位）１ｋｇ当り円

ｘ川
ロソ

｛滞六 合繊平均嘉１１１１１１１姦１（電
１９６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　４８１．９　　　　　８３４．２　　　　　　　一

　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　１ ，２００．２　　　　　５４９ ．５　　　　８３４．２　　　　　　　－

　ｉ　　　　　　　　’　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　１ ，１９８．５　　　　　５４５ ．３　　　　　８０４．２　　　　　　　一

　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　１ ，１０７．０　　　５３２．４　　　８５７．２　　　　　一

　■　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　１ ，０６０．５　　　５３７．４　　　８８４．５　　　　　一

　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　９９７．５　　　　　６４３ ．７　　　　　８５１ ．０　　　　　　　　－

４５４．５　　　　４４１ ．７　　　　５０２．２　　　　４８７．２　　　　８１１．３　　　　５３９．３　　　　８３２．５　　　　　　　－

３９２．８　　　３９８．６　　　４５４．７　　　４４７．９　　　８４３．５　　　６３８．３　　　８８５．８　　　　　－

３７０．１　　　　３５７．０　　　　４０２．４　　　　３９４．１　　　　７９８ ．７　　　　６４０．０　　　　９８４．３　　　　１ ．３４６

３５７．０　　　３３７．４　　　３８８．９　　　３７０．９　　１ ，０５１ ．３　　　６９９．１　　１ ，０５１．３　　　１ ．４１４

３５２．４　　　３３６．９　　　３９１ ．２　　　３６６．８　　１ ，１２１ ．５　　　７４６．９　　１ ，１２１ ．５　　　１ ．４１８

３１９ ．９　　　　３１８．３　　　　　２６５ ．９　　　　３２２．３　　　１ ，１３９ ．５　　　　６９５ ．６　　　１ ，１３９ ．５　　　　　１ ．３３０

２８５ ．１　　　　３５５．６　　　　２１８．２　　　　２５２．２　　　１ ，２４０．８　　　　５７５ ．８　　　１ ，２４０．８　　　　１ ．２４４

３００．２　　　２９７．４　　　２９２．７　　　３１５．２　　１ ，４６５ ．４　　　６５８．０　　１ ，４６５．４　　　１ ．５５１

４６９ ．９　　　　４８６ ．２　　　　　５０３ ．１　　　　４９０．８　　　１ ，７３０．１　　　　８２５．０　　　１ ，７３０．１　　　　１ ．８７４

４２１ ．１　　　　３６４．９　　　　３１４．３　　　　３５７．４　　　１ ，７５８．７　　　　６７０．８　　　１ ，７５８．７　　　　　１ ．６６９

４６４．８　　　３８７．９　　　３０５．４　　　３７１．３　　１ ，９５２．８　　　８０７．０　　１ ，９５２．８　　　１ ．９４４

４４１ ．１　　　３２８．２　　　２６３．８　　　３２２．５　　１ ，８３１ ．４　　　８８１ ．５　　１ ，８３１ ．４　　　１ ．７９２

３７４．７　　　　２６５．０　　　　１９８．６　　　　２５０．９　　　１ ，８５０．２　　　　７５６ ．１　　　１ ，８５０．２　　　　１ ．６７６

５１４．９　　　　３１３．３　　　　２８３ ．２　　　　３１４．３　　　２，２０１ ．７　　　１ ，２２４．２　　　２，２０１ ．７　　　　２．１４７

７５９ ．３　　　　４０３ ．３　　　　３４７．３　　　　３９９．７　　　２，２１９ ．３　　　１ ，２００．０　　　２，２１９ ．３　　　　２．２９０

８３３．４　　　４０３．４　　　３５１ ．５　　　４０１ ．７　　２，２６９ ．２　　１ ，５７７．８　　２，２６９ ．２　　　２，３００

　（出所）ｒ紡績事情参考書』

テル ・綿混織物，アクリル短繊維織物などであり ，輸出地域ではアジアに集中

している。アジア地域への集中度は６０％前後である。繊維品は天然繊維から合

繊に生産も需要もンフトしているが，その世界的趨勢によっ て目本の合繊織物

の輸出も増加したのである。輸出地域がアジアに偏っているのは，世界の「縫

製工場」といわれる極東諸国へ輸出しているためである。とくに香港では日本

資本による縫製工場も多く ，したが ってこの地域への輸出は多い。韓国への合

繊輸出は近年停滞傾向にあるが，韓国へは目本の合繊資本の進出，技術輸出な

どによっ て合繊生産が増大しているためである。ヨー回ツパ，北アメリカ地域

への合繊輸出は大きた伸びはないが，これらの国では，原料価格の安さもあ っ

て競争力は日本よりも高い部門があり目本の合繊輸出を拡大できない原因にも

　　　　　　　　　　　　　　　　（３０８）
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なっ ている 。したが って先進国市場への合繊輸出は差別性の高い商品（欧米から

技術導入し ，目本で応用開発した商品が多い）に限られているのが現状である。ま

た合繊の輸出単価は，綿織物ほどの仲びカミなく ，１９６１年の１ｋｇ当り１，３６６円
，

ユ平方 メートノレ 当り１７０円から，８１年のそれぞれ２，３００円，２８６円と１７倍弱

の増加にすぎない。この間に主たる原料であるナフサなどの石油製品の大幅な

価格上昇があ ったにもかかわらずである 。それは，合繊の生産そのものが技術

革新などによっ て労働生産性の伸びが大きく ，また国際的競争が発展途上諸国

の追い上げによっ て一層激しくな っているからである（第１４ ，１５表）。

（２）繊維輸入の動向

　繊維輸出は国際競争力の低下もあ って数量的拡大はないが，繊維輸入は拡大

の一途にある。かつての繊維関連品の輸入は，繊維原料に限られていたのであ

る。 原綿，羊毛，麻類なとで，生糸，合繊なとを除いては全量を輸入に依存し

ていた。金額では，１９６０年に目本の全輸入に占める比率１７．６％，７億９千万ド

ノレを輸入していた。しかし８１年には金額では２４億ド ノレ と２．７倍に増加したが ，

輸入比率ではわずか１．７％を占めるにすぎたくな った。数量においても原綿 ，

羊毛，麻類など軒並みに減少している。これらの原料輸入の減少は天然繊維か

ら化 ・合繊へのシフトにもよるが，最大の原因は目本の繊維産業の停滞ないし

低下にある 。

　繊維原料を種類別にみると ，原綿では，１９６１年に金額は５億ド ノレ と繊維輸入

の５２％を占めており ，数量も８０万トソ弱を輸入していた。しかし８１年は数量は

７０万トソ弱と１０万トソも減少している 。ただ金額では１３億８千万ドルと２．７倍

の増加とな っている。この原綿の輸入動向と同じような煩向にあるのが羊毛で

ある 。１９７２年の３６万トソの輸入を最大としてそれ以降年々減少し，８１年には１８

万トソと２分の１にまで大幅に減少している 。１９６１年の２５万トソと比しても３０

％の輸入量減少とた っている。金額の増加は，原綿と同様に輸入価格の上昇に

起因しているのである。麻類も同じように減少しているが，これも合繊などの

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３０９）
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　　　　　　　　　　　第１５表　合成繊維織物の国別 ・

ぺ合計琴 ／寧韓１香港１湾
篶帥１９６５

　６６

６７

　６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

　１８５，６　　　　　　７８．３　　　　　　　１ ．６

　２７１．９　　　１３３．４　　　　３ ．８

　３１２．９　　　　　１６１ ．１　　　　　　７．８

　３９３．７　　　２０４，５　　　　１８．３

　５１７．６　　　　　２７１ ，７　　　　　　２３ ．７

　６２５．６　　　３１５，２　　　　３８．８

　７５０．６　　　　３４９，６　　　　　４７．８

　８１４．５　　　　　３３４，６　　　　　３６ ．９

１， ０００．３　　　３９６，２　　　　８１ ．９

１， ２６４．５　　　　　４２８，８　　　　　　７５ ．８

１， ３００．０　　　　　４１４，１　　　　　７６ ．５

１， ５３１ ．２　　　４４７，７　　　　９６ ．３

１， ５８３．０　　　　　４９６ ．１　　　　　１０３ ．６

１， ７６４．８　　　６１６．０　　　１０４．９

１， ９３６．０　　　７０９．７　　　１１４．４

２， ２５４．２　　　　　７５３ ．６　　　　　１０５ ．４

２， ６６６．７　　　　　７９１ ．８　　　　　１０３ ．１

１４．４　　　　　１．１　　　　　－　　　　　１１ ，８

３４．９　　　　　　　１ ，５　　　　　　１９ ，９　　　　　　２２，０

３９ ．６　　　　　　３ ，９　　　　　　２６ ，２　　　　　　２６ ，１

５９．８　　　　７，７　　　　４５，２　　　　３５，０

８２，２　　　　　　１３ ，３　　　　　　８０，０　　　　　　４１ ，７

８９ ，５　　　　２１，９　　　　８６，３　　　　４３，４

９８，５　　　　　　２２，９　　　　　　９７，５　　　　　　５６ ，５

９３，６　　　　　　２０，３　　　　　　７７，９　　　　　　８８．１

１００，５　　　　３０，４　　　　７２．６　　　１６６．７

１０６，３　　　　　　２８，６　　　　　　６０．６　　　　　２１９ ．０

１１３，２　　　　２８，９　　　　５４．７　　　３０９ ．０

１４１ ，７　　　　　　４０，９　　　　　　４７．３　　　　　３７２．３

１５６ ，９　　　　　　４２，１　　　　　　５１ ．６　　　　　３１５ ．１

２１０，４　　　　５９，８　　　　７５．９　　　３７３．１

２３９，６　　　　　　７２，８　　　　　　９９ ．２　　　　　５１２．８

２３５，５　　　　　　７８．５　　　　　１１７．７　　　　　６６８．０

２６７，８　　　　９４．１　　　１１４．６　　　７６２．７

（出所）『通商白書ｊ各年次より作成 。

代替品の登場によっ て需要が減少Ｌたためで，大幅な輸入減とな っている。こ

こでも金額の伸びは輸入価格の上昇によっ ている 。

　原綿，羊毛，麻類などの天然繊維は日本での生産がほとんど行われていない

がために全量輸入に依存しているが，同じ天然繊維であ って，戦前の主要輸出

品でさえあ った生糸が，１９６５年以降輸入商品とた っている。絹製品そのものの

国内需要は１９７０年前後をピークとして年々低下しており ，国内生産量も減少し

ているが，生糸は国内養蚕農家も１５万戸（１９３０年代には１８０万戸を越えていた）も

存在し，製糸も事業所数の大幅減少はあるが依然として生産は行われている ，

にもかかわらず輸入の増大を招いているのは，国際競争カ上の問題からである 。

生糸生産は，今や目本を抜いて中国が第１位であり ，年々生産を増加させてい

る。 また中国糸の輸入価格は国内産の２分の１程度で，国内産生糸は競争上完

全に不利に次 っている。ただし生糸は一元化輸入の方針を取り ，蚕糸砂糖類価

格安定事業団によっ て国内価格の基準を設定し，さらに外国糸の輸入制限を行

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３１０）
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（単位）１００万ドル

二一ロツ 芳アメリ ／ｌ１亨篶 アｌｌ１太洋州茎義禽中国１１連

１１ ，４　　　　２７，０　　　　２４．６　　　　７，３

１４，３　　　　　３７，２　　　　　３３，３　　　　　１２，３

１３ ，６　　　　３０，８　　　　２６，８　　　　１６ ，６

１３ ，３　　　　　４９，４　　　　　４０，４　　　　　１９ ，６

１９ ，５　　　　　６８，８　　　　　５４，８　　　　　２６ ，８

１９ ，９　　　　　９７，９　　　　　８１ ，５　　　　　３７，４

２３ ．１　　　１２５．４　　　１０７，７　　　　３８，０

３５．５　　　　　１２４，１　　　　　　９９ ，２　　　　　　３５ ，１

３７．４　　　１２４．２　　　１０１ ，２　　　　２９ ，６

４２．７　　　　　１３２．７　　　　　１０７，８　　　　　６６ ，７

４８．０　　　　　１４４．３　　　　　１２１ ，５　　　　　　７４ ，３

５３ ．５　　　　　１９２．８　　　　　１５５ ，８　　　　　９３ ，０

６６．８　　　　２１６．１　　　　１６８．１　　　　１１３ ，９

９７．３　　　２５０．４　　　２０１ ，８　　　　９０．１

１２８．７　　　１９６．８　　　１５２．４　　　１１２．８

１５８．７　　　　　１８６．７　　　　　１６１ ．１　　　　　１３０．９

１７３ ．４　　　　３１４．８　　　　２７１ ．８　　　　１４１ ．Ｏ

３８，１

３８ ，２

４５ ，２

４５ ，６

５１ ，６

６６ ，５

８８ ．２

１０８．７

１４３ ．５

２０２ ．３

１９８．１

２２１ ．５

１９６ ．０

１６６ ．１

１１２ ．６

１３１ ．４

１７６ ．Ｏ

１０ ．９　　　　　　０．９　　　　　　　一　　　　　　　一

１１ ．５　　　　３．０　　　　１．Ｏ　　　　Ｏ．２

１５ ．７　　　　　　３．８　　　　　　２．１　　　　　　０，９

１９ ．８　　　　６．５　　　　２．８　　　　２，１

２６ ，２　　　　　１１ ．４　　　　　　３．０　　　　　　２，５

３０，０　　　　　１５ ．３　　　　　　４．４　　　　　　３ ，９

３６ ，２　　　　３３．５　　　　７，９　　　　１７，８

４０，７　　　　　４７，７　　　　　１４，６　　　　　１４，３

６１ ，２　　　　４１ ，３　　　　１９．２　　　　９ ，８

６６ ．７　　　１０５，８　　　　５４，４　　　　１９ ，３

４９ ，９　　　　　６２，２　　　　　３８，４　　　　　２７，５

７４ ，３　　　　　　７６ ，０　　　　　　４８，５　　　　　２１ ，６

７０．３　　　１０８，７　　　　６３，６　　　　３２，７

７８，５　　　　　　９３ ，１　　　　　　６１ ，４　　　　　２５ ，５

８１ ，５　　　　　８１ ，１　　　　　２８，２　　　　　４２，９

８２．９　　　　　１４２，０　　　　　　８０ ，０　　　　　５４ ，６

９０．８　　　２１６ ．２　　　１３３，４　　　７２．４

っているがために，国内養蚕農家，製糸業などは存続できる状況にな っている

のである（第１６表）。

　繊維原料は，生糸を除いて数量的には輸入が減少しているが，その輸入状況

（国別 ・地域別輸入推移，輸入単価推移）を示したのが第１７，１８表である 。まず原綿

の輸入であるが，第２次世界大戦後は，アメリカ ，メキシコ ブラジ ノレ，エル ・

サルバド ノレ などの北 ・中南米アメリカなどに集中していた。これはアメリカが

当時世界最大の原綿生産国として存在し，同時にアメリカの支配 ・従属地域と

してのラテソァメリカに綿花栽培が拡大され，日本はこれらの地域から輸入せ

ざるをえなか ったからである（もちろんラテンァメリがこは日本の商杜などによる日

本向け綿花生産が行われてもいる）。 アメリカからの輸入は，１９６０年には原綿輸入

全量の５０％を越えるほとであり ，その他のラテソアメリカを合わせると７０％を

越えていたのである 。１９８０年にはアメリカからの輸入は，１９６０年の輸入数量の

半分にまで減少し，輸入比率も３０％弱に低下している 。原綿輸入が増大してい

るのはソヴィエトである。近年，目本のソヴィエト貿易は，アメリカによるソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３１１）
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第１６表　繊維原料輸入推移
（単位）数量　トン

　　金額　１ ，０００ドル

べ数筈 ．£ 額Ｉ数葦 １ま

額■数 宗額数
言１ ま額合１

１６６０　　　７０１ ．３９４　　　４１９ ．９８９　１８９ ．２３９　　　２６１ ．９９７　１２５．８４８　　３７，５５２　　　　　　一　　　　　　一　　　７８９ ．６２０

６１　　　７９５．７６４　　　５１１ ．２３４　２５３ ．９８７　　　３３６ ．１７６　１２６ ．８５２　　４０ ，３６９　　　　　　一　　　　　　一　　　９８１．６６９

　６２　　　６０２．２１８　　　３７６ ．６６３　２１３ ．９９９　　　３００．６５８　１３６ ．６２１　　３１ ，８２９　　　　　　一　　　　　　一　　　７４１．２０２

　６３　　　７０７．２９８　　　４３４ ．３１１　２３８．７３７　　　３６７．３０９　１５２．９８２　　３８，５８１　　　　　　一　　　　　　一　　　８８３ ．７６７

　６４　　　６９１ ．７７８　　４３１ ．９９０　２２５．６８４　　３７６ ．２６３　１３０．０９５　　３３，０９５　　　　　　一　　　　　　一　　　８７３ ．５７５

　６５　　　７０２．２７１　　４４１ ．８１９　２４８．６５２　　　３４２．６３５　１４５ ．９２３　　３５ ．５２２　　　　　４５８　　　４．３７９　　　８４７．４４９

　６６　　　７０４．０１０　　　４１３ ．８１８　２８８．４７９　　　４２０．１３９　１４２．５８４　　３３ ．５０７　　　１ ．５８２　　１７．４８２　　　９２３ ．５７２

　６７　　　７５３ ．４６７　　　４３２．３１８　２７１ ．６５２　　　３６４．７５９　１６９ ．７６３　　３５ ．０８０　　　２．２８３　　３０．００５　　　８９７．６６２

　６８　　　８０７．８２４　　　５０２．２００　２９４．５９１　　３６３ ．０３２　１６８．８３９　　２９ ．９８９　　　１ ．６９０　　２３．６６１　　９５１ ．５３９

　６９　　　６７６．６５１　　４１４．１９４　３１７．９６８　　　３９１ ．９５６　１７０．０２７　　３５ ．７８７　　　３ ．１０９　　４２．３７９　　　９２６．９１１

　７０　　　７６８．７２１　　　４６１ ．３２３　３２２．４４８　　　３４８．２５５　１６６ ．５９１　　３６ ．１９８　　　４．２７９　　７２．２３９　　　９６７．７１２

　７１　　　７５４．７０２　　　５０５ ．６１７　３０８．６７６　　２７５ ．９９０　１２４．２１８　　２８ ．６６２　　　６ ．１５９　１０９ ．３５８　　　９５７．５１９

　７２　　　８０２．１１８　　　６０９ ．９１７　３６２．７０３　　４６５ ．０１７　１１１ ．６４０　　２８．５２０　　１０．３５４　１９３，１１９　】
一，

３４７．６４９

　７３　８５５．０６７　６９３．７５５３４０．０２５１ ，０６５ ．０７２１１７．６５６３８．３３８　８．７９３２９２．０５５２，１８７．３０８

　７４　　　７９８．７２９　１ ，０２３ ．２６１　１６８．３６０　　　５３３ ．０２５　１０９ ．２８１　　４４ ．３２９　　　６．００８　１９０．４００　１ ，８６１ ．２８１

　７５　　　６９２．０１０　　８２７．７８６　２３８．９４３　　５１５ ．１２４　　４９ ．２７０　　２３ ．７７６　　　３ ．０７４　　７３．０７８１ ，５２４．４７０

　７６　　　６６８．３０２　　９０９ ．２５９　２８４．２４６　　６６８．７１３　　７２．７９３　　３２．７６１　　　２．６６６　　６５．２８２１ ，７９５ ．５４１

　７７　　　６５０．９３７１ ，１３２．３９９　２２３ ．３７３　　　５８７．４２３　　６３ ．２９２　　３２．２８３　　　３．７３９　１０８．３８１　２，００２．１７９

７８　　　７１７．８６４　１ ，０４５ ．９２２　２１１ ．０９１　　　５９７．５９７　　６３ ．７４２　　３８ ．８８３　　　５ ．７２９　１９１ ．０５０２，１０２．５０７

　７９　　　７３４．４６１　１ ，２３９ ．４６８　２２５ ．８４９　　　９２５ ．７３０　　７０ ．３０４　　５１ ．０１２　　　４．２２５　１５８．９３８２，４４８ ．５８３

　８０　　　７１９ ．１３５　１ ，３２８．９４８　１８４．８３５　　　６８８．７４４　　５７．３７０　　４８．２１５　　　３．１８４　１２８．８１４２，３９３．３６２

　８１　　　６９９ ．７０８　１ ，３７３．１０６　１７７．８５２　　　６８８．３００　　４６．７４６　　３８．６４６　　　１ ．４４４　　３８．４４４２，４０３ ，６６０

　（出所）『通商白書』各年次より作成 。

ヴィエト経済制裁措置などの対ソ政策によっ て停滞している 。とくに日本の輸

入は原油，天然カス，木材たどの原材料を主としており ，長期不況も重た って

停滞しているのである。したが って目ソ 貿易は日本の出超傾向が続いており ，

その不均衡是正のために原綿の輸入拡大とな っているのである。その比率は

１９８０年に一１６％強にまで達している 。

　原綿の輸入単価は，１９７７年を除いて，１９５５年から８１年までイソド綿で１７０劣
，

メキシコ 綿で１３４％，エジブト綿で１５６劣，アメリカ綿で１４０劣の伸びにな っ

ている。目本の輸入原綿のうちニジプト ，スーダソ綿たどは高品質の特殊綿で

国際価格も高いが，その他のアジア綿，アメリカ綿などは円表示での輸入単価

の伸びは小さい。しかしド ノレ価格表示ではこの間着実に上昇しているのである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（３１２）
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第１７表　綿花国別輸入推移
　　　　　　　　（単位）数量　１９５５年

　　　　　　　　　　　　金額　億円

１０万ポンド　他はユ００トン

３３

アメリカ

ソヴィェ
ト

メキ ・ンコ

ニカラグ
ア

パキスタ
ソ

グァ テマ
ラ

ブラジル

イ　ソ　ド

ェノレ ・サ
ルノミド ノレ

ェジプト

スーダソ

合　　計

１９５５

数量

３． １４０

　　２

２． １３５

　２４７

　１１５

　１６

　９２５

　８２４

　２４４

　３９８

　１０

９， ７２１

金額

　４３４

　　２

　２９５

　３４

　１３８

　１９

　１２５

　７９

　３５

　７４

　　１

１， ３０３

６０

数量

３． ７３９

　１０２

１． ４３４

　１０８

　３１８

　９１

　１１９

　２５０

　２２２

　１５５

　４３

７， ０１４

金額

　７７５

　２４

　３２７

　２４

　６２

　２０

　２２

　４６

　５０

　５２

　１４

１， ５１２

６５

数量

２． ２８０

　１３１

１． ５７１

　７３０

　２０５

　３５８

　２５５

　３４７

　５３０

　２４１

　６５

７， ０２３

金額

　４７９

　２６

　３６０

　１５７

　４１

　８０

　４９

　７４

　１１８

　４９

　２０

１， ５５９

７０

数量１金額

１． ３７６

　２７８

１． ２２２

　４５０

　１５６

　２８４

　８５７

　３３１

　４１９

　２４２

　１６７

７， ６８７

　２７６

　８８

　２７７

　９３

　３３

　６２

　１５６

　７０

　９０

　９２

　４９

１， ６６！

７５

数量

３． １４１

　５６０

　１７０

　３８

　７３４

　１２０

　２２３

　１３９

　１２８

　２７０

　１８４

６， ９２０

金額

１． ３２６

　２４４

　２４１

　１５

　２５７

　５１

　６９

　５４

　５３

　１８２

　１０７

３， ０４１

８０

数量

２． ０７３

１． １６５

　７４１

　５９５

　４５３

　２６８

　２２３

　２００

　５２５

　３７

　６２

７， １９１

金額

　７９９

　５０８

　２５２

　１６４

　１１２

　８３

　６９

　６０

　１７２

　２８

　２６

２， ４５５

（出所） 『通商白書』，ｒ日本貿易月表』各年次より作成 。

　　　　　　　　　　第１８表　原綿国別輸入平均単価 （単位）１ｋｇ当り円

＼国名
年次＼

イ　ソ　ド ！く
キスタソ メキシコ ブラジ ノレ エジプト アメリカ 平　均

１９５５ ２１１ ．３ ２６５ ．Ｏ ３０５ ．１ ２９７．３ ４１０．０ ３０４ ．９ ２９６

１９６０ １５５ ．４ １９４ ．２ ２２５ ．１ １８９ ．１ ３３２．９ ２０７ ．１ ２１６

１９６５ ２１３ ．５ １９８ ．４ ２２９ ．２ １９１ ．８ ３４２ ．６ ２１０ ．Ｏ ２２１

１９７０ ２１０ ．１ ２０９ ．９ ２２６ ．９ １８１ ．９ ３８１ ．９ ２００ ．６ ２１６

１９７３ １８６ ．６ １５９ ．４ ２４３ ．１ ２０４ ．４ ２９７．７ ２１０ ．２ ２２２

１９７４ ２８６ ．５ ２８７．９ ３９２．１ ３６９ ．３ ７８６ ．０ ２９７．０ ３７３

１９７５ ３００．４ ２４７．４ ３４０．８ ３０８．１ ７６３ ．２ ３８５ ．７ ３５５

１９７６ ２６４ ．６ ３０１ ．５ ４２５ ．９ ３１２．５ ６０９ ．０ ４３３ ．０ ４０４

１９７７ ５２６ ．Ｏ ５９６ ．９ ４５７．８ ３８３ ．５ ８２３ ．２ ４５２．９ ４７４

１９７８ ４４８．４ ３０２．０ ３２１ ．Ｏ ２５９ ．４ ５３３ ．６ ３０３ ．７ ３１０

１９７９ ４４２．３ ３１０ ．Ｏ ３６３ ．９ ２７０ ．８ ６１４ ．７ ３４６ ．９ ３６６

１９８０ ３８６ ．５ ３５０ ．９ ４２２ ．８ ３３３ ．５ ６７１ ．８ ４２２ ．２ ４２３

１９８１ ３６４ ．６ ３５７ ．３ ４０８ ．４ ３５８ ．８ ６３８ ．１ ４２６ ．３ ４３１

（出所） 『紡績事情参考書』

（３１３）
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また１９７０年以前の原綿の輸入価格は横ばいにな っているが，これはアメリカの

原綿が世界市場で国際価格をリードしていたからである。アメリカの原綿は ，

アメリカの他の農産物生産と同様に，資本主義的大規模生産を行っており ，労

働生産性も高くしたが って国際競争力も高いのである。アメリカはこの国際競

争力を背景に原綿国際価格（輸出価格）を設定Ｌたために，アシアのイソド ，

パキスタソ綿なとは国際競争上価格引き上げをすることができなか ったのであ

る。 発展途上諸国は１９６４年の第１回ＵＮ　ＣＴＡＤ総会において象徴されたよう

に一次産品の価格低迷，先進国工業製品との交易条件の悪化などで国民経済建

設が進んでいなか った。その国民経済建設（多くの国は自立的国民経済の確立を要

求しているが）を保証する一手段として一次産品価格の引き上げと，特恵関税

の設定を，先進資本主義国への要求として掲げたのであ った。しかし現実には ，

発展途上諸国の要求は実現されず，また一次産品の価格引き上げがたいままに

不平等交換が続いたのであ った。原綿もアメリカの圧倒的国際競争優位の下で

は， 発展途上国の要求は不可能であ ったのである。ところが第４次中東戦争を

契機としたＯ　Ｐ　Ｅ　Ｃ諸国の石油価格大幅引き上げは，一次産品生産副こ大いた

る影響を及ぽし，原綿生産国においても価格引き上げを可能にしたのである ・

それが１９７０年代にた ってからの原綿輸入価格の上昇の原因であるが，この価格

上昇も円表示であり ，７１年以降のｒ円高」は円表示での価格上昇を抑制してい

るのである 。

　羊毛の輸入は，オーストラリア，ニュージーラソドに集中している。目本の

輸入量の９０％は両国である。ただしこの両国にも最近は日本の商杜と繊維資本

が進出し，洗上羊毛，羊毛トッ プの現地生産を行うようにな ってきた。その現

地生産したものを輸入するという形態であり ，今後とも目本資本の進出が続げ

ぱ， このような輸入移態の拡大が予想される。また羊毛トッ プは韓国，台湾か

らも輸入しているが，これらの地域では製品 コストが日本よりも安く ，さらに

目本資本による現地生産カ羊毛生産国でない両地域からの輸入ということにな

ったのである（第１９表）。

　繊緯原料の輸入に比して拡大傾帥こあるのが繊維製品の輸入である 。１９６０年

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３１４）



種　類
年

脂付羊毛
　オーストラリア

　南アフリカ
　ニュージーラソド

　アルゼソチソ
洗上　羊　毛

　オーストラリア

　ニュージーラソド

　イ　ギ　リ　ス

羊毛トッ プ

　オーストラリア

　韓　　　　国

　アルゼソチソ
　台　　　　湾

　ウ ノレグ アイ

　イ　ギ　リ　ス
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第１９表　羊毛国別輸入推移

１９６０

１． ８６２

１． ５９０

　６５

　８５

　１０８

　３１

　９
　１５

　２

１４

３

１１

６５

２． ４１９

２． ０３５

　１５０

　ユ４３

　７３

　６１

　２２

　３１

　３

７

１

ユ

５

７０

３， Ｏ０７

２， ５２６

　ユ９２

　１５２

　９８

　１９８

　１５

　１６６

　１０

１９

２

１３

３５

（単位）１００トン

７５　　　　　８０

１， ３０２

ユ， １５２

　５７

　６０

　３
４５３

　２２８

　１８３

　８

９３

３２

ユ８

６

１４

４

４

２． ０２２

１． ７９８

　１２２

　６６

　ユ９

　２７６

　８３

　１８０

　８

９２

２１

１９

１１

８

１０

９

（出所）『通商白書』，『日本貿易月表』各年次より作成 。

初めには１億ドノレにも達しなか ったのが，８１年には３４億ドルの急増である 。７０

年代後半には繊維原材料の輸入を超え，総輸入額に占める比率も３％弱とな っ

た。 この繊維製品の輸入拡大にかぎっ ては日本資本主義は今や「加工貿易国」

という型をはめこむことはできなくな っている状況がある 。

　繊維製品の中で輸入増加が大きいのは，綿織物，絹織物，合成繊維織物，合

成繊維糸（生糸などは繊緯原料に含まれているが，合繊糸は繊緯製品に分類されている） ，

綿糸および衣類などである。綿織物の輸入は，１９６２年にユ１０万平方 メートノレで

あっ たのが８１年には２億８，６００万平方 メートノレ と２５０倍以上の増加である 。６０

年代は特殊な綿織物をアメリカなとから輸入していたのであるが，近年は　般

大衆品の輸入とな っている 。絹織物は，韓国，台湾，中国などの極東地域から

の輸入で，生糸同様，安価な労働力を利用した製品が輸入されている。製品に

よっては目本の価格の３分のユ程度で輸入されているのであるから，価格競争

力においても目本製品は不利にな っているのである 。合繊織物は，目本の繊維

品輸出では唯一の拡大商品であるが，一方では輸入も拡大しているのである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３ユ５）
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輸入地域は，綿織物や絹織物と同一地域で，これらの地域は前述のように目本

資本の海外進出と期を同じくして生産が拡大されたのであ った。この合成繊維

織物は１９６１年には数量わずか２４万平方 メートノレ，金額にして３７万トルにすぎな

かっ たのが８１年には２億１，５００万平方 メートノレ，金額１億５千万ドルと８００倍

以上の増加である。合成繊維織物は目本の輸出の主カ商品であり数量，金額と

も輸入の１０倍とな っている。この輸出の増加からすれば今後も急速に輸入が拡

大されるということはないであろうが，しかし韓国，台湾での合繊の設備投資

は， 現在設備の２倍以上を計画しており ，それが実施されれば再び日本合繊資

本は危機にさらされることになろう 。

　繊維製品輸入の中で最も増大しているのは，衣類である 。１９８１年には輸入額

は１８億ド ノレ と繊維製品輸入の半分以上を占めている。フラソス，イタリア，ア

第２０表　繊緯製品

　　　　　　　　綿織物　　絹織物　毛織物
　　　　　　　数量金額数量金額数量金額

１９６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

　１ ．１２２　　　　　　　１ ．２２７　　　　　　　　　１０３

　２．３７５　　　　　　１ ．８５６　　　　　　　　２２２

　９，Ｏ０６　　　　　　３ ．２２２　　　　　　　　３１８

４． ４６１　　　　　　２．５９６　　　　　　　　６４６

　４．３６０　　　　　　３ ．１６２　　　　　　１ ．６６０

１２．３８６　　　　　　６ ．８５９　　　　　　８．０２６

３２．１１５　　　　　１０．６７１　　　　　１１ ．０２２

４１ ．３４０　　　　　１４．８６９　　　　　１３ ．８８４

７１ ．７７１　　　　　３０．０５２　　　　　　１４．７５７

１００．０１８　　　　　４１ ．１１０　　　　　１３．４５６

２７３．４０４　　　　　　９６ ．９３４　　　　　　２１ ．９１７

６８６ ．７３４　　　　　３０４．５００　　　　　　３５ ．２７７

１８１ ．５１６　　　　　１４３ ．８０８　　　　　２２．５６１

１５８．４３５　　　　　　８６ ．０９０　　　　　　４０．９７９

１４２．２３７　　　　　　８７．９８３　　　　　　３５ ．８０２

１０５．７３０　　　　　　９０．４３５　　　　　　３３ ．１９９

２２３ ．５８４　　　　　１７７．２２７　　　　　　３９ ．０３１

２７４．３５５　　　　　２８２．４９０　　　　　　３７．３８９

２２４．３９４　　　　　２２１ ．７９９　　　　　　２９ ．４０３

２８６．４５９　　２３８．１８１　　２５，０３８

　３９３　　　　　　２．８５６　　　　　　９ ．８２３

　７９０　　　　　　　４．２７５　　　　　　１４．９８７

　１．０４７　　　　　　　５．４３７　　　　　　２０．７１０

　１．５４６　　　　　　４．１０６　　　　　１６ ．５１６

　４．２３５　　　　　　４．１１７　　　　　１６ ．４８８

１８．２１６　　　　　　５．１２８　　　　　２１ ．６４０

２５．９４８　　　　　　　６ ．２７１　　　　　　２４．７３１

３４．６２２　　　　　　　７．１２１　　　　　　２９ ．７６０

４５ ．５２６　　　　　　９ ．７０７　　　　　４１ ．３３１

４６．１７９　　　　　　　８．３６４　　　　　　４１ ．１９７

６４．８０２　　　　　　　７．２２２　　　　　　３７．０４４

１４２．９４３　　　　　　１５ ．６３３　　　　　　８５ ．１９２

１３１ ．７１０　　　　　　１９ ．１０８　　　　　１３０．８１３

１７５．３２０　　　　　　　８．５９０　　　　　　７６ ．３８４

２３０．５００　　　　　　７．９６８　　　　　　５８．５３８

２０８．７５１　　　　　　　８．５１２　　　　　　７４．５６２

２８７．４６９　　　　　　１０．０３７　　　　　１０６ ．０３８

３５７．０９１　　　　　１２．７４０　　　　　１４１ ．９９３

２５８．２７３　　　　　　９ ．１００　　　　　１１７．６３９

２４０．３２９　　　　　　　８．９２６　　　　　１０５，７６６

（出所）［通商白書』各年次より作成。

（３１６）
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メリカなどの高級衣料の輸入も拡大しているが，大部分は極東地域からの輸入

である 。衣類の中での最大商品は ニット衣料で７９年には６億ドノレの輸入とな っ

ている 。因みに ニット衣料の輸出は７９年に７，６００万ド ノレであ った。また下着類

などは国内需要の３０％程度を輸入品が占めている状態である 。衣類の輸入地域

である極東諸国は合繊や紡績部門での日本資本の海外進出と同じように，アバ

レノレ資本が商杜と結びついて現地生産を行 っており ，それが輸入を増大させる

原因とな っている（第２０ ，２！表）。

　綿織物の輸入では，極東地域の３国と中国を合わせて４か国で目本の締織物

輸入の９０％を占めている 。とくに中国からの輸入が多く７５％とな っている 。こ

の４か国の綿織物の輸入拡大は，目本の国際的競争力の低下か招いたことであ

るが，それを輸出入単価でみてみると ，日本の輸出単価は１９８１年では１平方 メ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位）織物　ユ ，０００ｍ２ 糸　トン

の輸入推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金額１ ，Ｏｏｏドル

合成繊維織物 合成繊維系 綿　　　　糸 衣　類　　合　計

数量ｉ金額数量１金額数量１金額金額金額
　２４６　　　　　　　３７２　　　　　　　４６２　　　　　１ ．２４７

　６４９　　　９２６　　ユ，３５７　　３ ．９２９

　８３４　　１．４１６　　　２１４　　１ ．４６０

２． ２０６　　１．６８７　　２０６　　１ ．６０２

１． ７９８　　１．６６６　　３５７　　２．４１９

１． ９６５　　２．３８１　　５６０　　２．２８７

２． ４２３　　４，ユ１０　　８３８　　２．６４８

３． ７２６　　４．３９２　　２．２５１　　６．２５７

１１ ．６９５　　７．５８８　　２．９０８　　７．４０２

７． ０１３　　６．８８３　　６．０１７　１１ ，７３５

ユ７．８７８　１１．０３５　　４．９７１　１０，３７１

ユ６７．３９３　７９．７２０　１８．９５７　５３ ．４４７

１１８．４１１　７４．８２４　１３．４１０　４０．０９８

４９．６５５　３０．６６３　　７．１２４　　１７．１４３

６０．３９５　３９．４８０　１２．９５５　３５．３８４

９１ ．８８１　５６．０８２　１０．９６７　２９，０３９

ユ６９ ．２２２　１１８．９９６　３６．２６１　８５，０３１

ユ５４．０６５　１２３．２８７　３９．６８８　１１７．６０２

１６６．２９８　１１２．１６６　３９．０９５　１１４．２０３

２１５ ．２４７　！５２．１５５　３６．３３５　１１３ ，９５８

　一　　　　　　　　一　　　　　　２．７６０　　　　２４ ，１９６

　一　　　　　　　　一　　　　　　８．０３０　　　　４６ ，２００

　一　　　　　　　　　一　　　　　　８．０４０　　　　　６１ ，Ｏ０６

　５５　　　４２９　　７．４９７　　５６ ．９４５

　６３　　　　　　　　３８２　　　　　　９ ．６３５　　　　　６８ ．６０９

１０．４４１　　７．８２６　１５．９４４　１１８．２１０

１４．７２７　１１．１００　２４．５６７　１６１ ．２７４

２． ６０４　　２．３８９　４０．７０６　２００．１３６

１２．９４４　１１ ．２３１　７０．７５２　３１４．４８０

２５ ．９８２　２５．２２４　１２３．２９６　３８２．９３４

４１ ．２７３　４３．７３４　２２１ ．６７６　５４７．３７５

４９ ．９７１　８５．１２４　７６９．１９３１ ，７１４ ．７８０

２６ ．８９１　６４．７５５　８２７，ユ８５ユ ，８２８．９８１

２６ ．９９７　４！，３２９　５４０．６５０１ ，３０３ ．５３５

４０．３２１　７７．２７８　７９１ ，６６５ユ ，６８６ ．３９４

２７．０３１　６１．５８７　８７０．８８３１ ，７１８ ．４２５

８３．３０５　２１０．６０５１ ，２３５．０８３２，７３０ ．８１５

９７．４３９　２９６．０５２１ ，８０１ ．２２６３ ，８３！ ，９０１

６８．６６１　１８７．６０２１ ，５２９ ．８５０３，１７９ ．８５９

７４．０３０　２０３．６９１１ ，８０！ ，７６３３，４２９ ，６１７

（３１７）
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第２１表　繊維製品輸入の地域別 ・国別推移　　（単位）１００万ドル

滞合１ 顯韓国台湾香港イソド 祁メ
ｌｌｌｌ１１隻姦中国

１９６２　　　　２４．２　　　　　１ ．８　　　　　０．２　　　０．２　　　０ ．２　　　０，８　　１８．２　　　３ ．８　　　　一　　　　一　　　０．２　　　０．１

６３　　　４６．２　　　２．９　　　０．７　　０．４　　０．７　　０，８　　３２．７　　９．３　　０．２　　０．２　　０．８　　０．６

６４　　　６１．０　　　４．９　　　１．６　　０．５　　１ ．４　　０，９　　４６．２　　７．７　　０．５　　０．３　　１．２　　０．９

６５　　　　５６ ．９　　　　５．８　　　　２．７　　　０．６　　　　一　　　　一　　４１ ．５　　　６．８　　　　－　　　０．２　　　２．４　　　２ ．１

６６　　　６８．６　　　８．３　　　４．６　　０．６　　　一　　　一　　４４．０　　９．２　　　－　　　０．３　　６．８　　６ ．４

６７　　１１８，２　　３０，７　　１４．９　　３．１　　２．８　　１ ，３　　６０，２　　１３．０　　０．１　　０，４　　１３，８　　１３．１

６８　　　１８１ ，３　　　　５８，３　　　２３ ．３　　　７．０　　　７．２　　　５，４　　７１ ，３　　１１ ．６　　　　－　　　１ ，０　　１８，８　　１７．３

６９　　　２００，１　　　６７，５　　　３２．１　　　９ ．６　　　８．９　　　７，９　　８６ ，７　　１５．９　　　　一　　　　一　　２８，３　　２６ ．７

７０　　　３１４．５　　１３０，１　　　５５ ，１　　３２，５　　２３．５　　　５ ．７　１２５，９　　２４．８　　　　一　　　　一　　２８，７　　２７．８

７１　　　３８２．９　　　１７１ ，８　　　８０，４　　３９ ，８　　２６ ．０　　　６ ．２　１３４，３　　３１ ．３　　　１ ．６　　　　－　　３３，５　　３２．１

７２　　　５４７．４　　　２５２．４　　　１２０，０　　５６ ，５　　２２，４　　１１ ．３　　１５４，８　　６０．４　　　３ ．１　　　　－　　　６９ ，２　　６５．０

７３　１ ，７１４．８　　９４２．５　　４５９ ．３　１９８，７　　９４，８　　３６．９　３８２．５　１３２，４　　３５．３　　５．６　２１１ ．７　１９５．１

７４　１ ，８２９ ．０　　９５６．０　　５３８．８　１８７，９　　８９ ，４　　４５ ．５　４８６ ．４　１３０，４　　２５．５　　３．８　２１９ ．３　２００．０

７５　　１ ，３０３ ．５　　　６５３ ．６　　　４１７，４　　９４，０　　７５ ，０　　１３ ．７　３６５ ，４　　６６ ．２　　　８．９　　　２．２　２０６ ．０　１９７．２

７６　１ ，６８６ ．４１ ，０４１ ．０　　６７８．８　１５２．５　１０８，１　　２０．９　３６４，１　　８４，３　　１７．３　　２．４　１７４．８　１６４．０

７７　　１ ，７１８．４　　　９８７．７　　　６５４．５　１４８，４　　９９ ，８　　２７．９　４３４，６　　９０．１　　　９ ．６　　　３．１　１９０．６　１７９ ．９

７８　　２，７３０．８　１ ，６４０ ．７　１ ，０３５ ．１　２８１ ．９　１４４，１　　４０．５　６０１ ．８　１３７，４　　１３．８　　　４．５　３２２．８　３０７．０

　７９　　３，８３１ ．９　２ ，１７４ ．７　１ ，２７３ ．０　４２８．２　２０１ ，７　　６７．９　８６１ ．９　２３６ ，９　　２６．９　　　６．５　５０７．９　４８５．７

　８０　　３，１７９ ．９　１ ，５７５ ．７　　　８７９ ．７　３１１ ．２　１７６ ，２　　５９ ．９　８０３ ．１　２２６ ，０　　１５ ．５　　　４．８　５４９ ．０　５３３ ．０

８１　３ ，４２９ ．６　１ ，８５８．４１ ，０２５ ．５　３７６ ．３　２３８，５　　５２．８　７３８．４　２４１ ，３　　２１ ．９　　　４．６　５６３ ．８　５５１ ．４

（出所）ｒ通商白書』各年次より作成 。

一トノレ 当り１．６８ドルであ ったが，輸入単価は同 ．じく０．８３ドルと半額にすぎない 。

日本の綿織物輸出は高級品，差別化の大きい商品の輸出が多くた ったとはいえ ，

価格競争力では相当の開きがある。とくに中国の輸出単価は日本の３分の１程

度であり ，中国綿織物輸入急増の原剛こな っている。この綿織物の輸出入関係

からまた衣類なとの輸出入関係から，目本と中国を含む極東地域で，資本集約

的繊維産業は目本，労働集約的繊維産業は極東地域というようた国際的分業が

成立しているように思われるが，しかし『工業統計表』からの繊維産業の状況

でも明らかのように目本でいわゆる労働集約的部門である衣類その他の繊維二

次製品の事業所，従業員数も増加しており ，単純な国際的分業関係というより

も， 国際的競争を媒介にして新たた国際的分業関係が再編されつつあるといえ

るてあろう 。また韓国のように，装置産業である合繊の設備拡大や，紡績 ・織

　　　　　　　　　　　　　　　　（３１８）



　日本繊維産業と外国貿易（岩田）

第２２表　綿織物国別輸入量推移

　　　　　　３９

（単位）１ ，０００ｍ２

’ぺ１
１９６５

　６６

　６７

　６８

　６９

　７０

　７１

　７２

　７３

　７４

　７５

　７６

　７７

　７８

　７９

　８０

　８１

アメ／カ１中 国１

　７３１

１． ６２８

３． ８９６

２． ７１２

４． ７６０

９． ６５８

１６ ．９６０

３６ ．０５４

４１ ．８１５

２１ ．０５８

７． ５０２

４． ７７８

２． ８７６

３． ０３５

３． ８９７

３． ６３７

２， ８９６

　　１７５

　１ ．０５６

６９ ．４４７

１３３ ．８２８

２８．０７２

８２ ．２３２

６９ ．７２７

４５ ．３７１

１４０ ．８５９

１８３ ．６５２

１６５ ．８４５

２１７，５２５

香 港１

　３２

　４００

　２３６

　６１１

１． ０７７

１３ ．３５７

５． ５０６

４． ９５５

２６ ．７６６

３． ０３６

　３２８

　６！１

　２９６

１． ２６１

２． ９７９

　３８０

１， ３４２

韓 国１

１． ８３６

　２１３

　６４７

４． ９６５

７． ７４８

７． ３７７

２１ ．８６５

４０ ．８９９

８７．７６５

２８ ．７５１

１６ ．４３３

１４ ．６８１

７． ５２８

２２ ．１２７

２５ ．３５３

１． ８５１

１７ ，８６１

台湾１

　４．２１９

１６ ．９７６

１９ ．１５９

３２ ．０６３

４５ ．５３４

９１ ．５６２

１１０ ．９９２

３０ ．５２７

３７ ．０１０

３！ ，４６５

２９ ．３４７

２６ ．０１４

１７．９５９

　８．６５２

２１ ，４１９

合　　計

　４．４５６

　３ ．６９０

１２ ．３８６

３２ ．１１５

４１ ．３４０

７１ ．７７１

１００ ．０１８

２７３ ．４０４

６８６ ．７３４

１８１ ．５１６

１５８ ．４３５

１４２ ．２３７

１０５ ．７３０

２２３ ．５８４

２７４ ．３５５

２２４．３９４

２８６ ，４５９

（出所）『通商白書』各年次より作成 。

　　　　　　　　　　　第２３表　綿織物の輸出入単価推移　　　 （単位） ユｍ２ 当りドル

＼
１９６６

　６７

　６８

　６９

　７０

　７１

　７２

　７３

　７４

　７５

　７６

　７７

　７８

　７９

　８０

　８１

輸　　出
平均単価

０， ２９

０， ３１

０， ３６

０， ４０

０， ４４

０， ４８

０， ６１

０， ７８

０， ８３

０， ９１

１， ０３

１， ０４

１， ２２

１， ４７

１， ５２

１． ６８

アメリカ

０， ３４

０， ３６

０， ４０

０， ４７

０， ５６

０， ６０

０， ７２

０， ８１

０， ７９

０， ７９

１， ０８

１， １０

１， ３９

１， ６２

１， ８２

１． ７３

輸　　入
平均単価

Ｏ． ８５

０， ５８

０， ３４

０， ３８

０， ４２

０， ４１

０， ３５

０， ４４

０， ７９

０， ５４

０， ６２

０， ８６

０， ７９

１， ０３

０， ９９

０． ８３

韓国ｉ台湾１
Ｏ． １３

０， ２３

０， １７

０， １８

０， ２４

０， ２！

０， ２６

０， ４０

０， ５５

０， ５９

０， ７６

１， １３

０， ８９

１， ３４

１， ０６

０． ９６

Ｏ． １６

０， １５

０， １５

０， １８

０， １８

０， １８

０， ２７

０， ３０

０， ２２

０， ２９

０， ３４

０， ４１

０， ７５

０， ４７

０． ６０

香港１
０， ２３

０， ２７

０， ３３

０， ３２

０， ３３

０， ３３

０， ３７

０， ５７

０， ８２

０， ６１

０， ９７

０， ９６

０， ８２

１， ３７

１， １０

０． ９６

中　　国

０， ６６

０， １４

０， １７

０， １５

０， １９

０， ２１

０， １９

０， ４０

０， ５６

０， ２６

０， ３０

０， ４２

０， ４８

０， ５６

０， ５３

０． ５３

（資料）『日本貿易月表』 （出所）ｒ繊維輸出入統計』（繊維輸出入統計協会）

　　　　　　　（３１９）



４０　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３１巻 ・第３号）

布におげる新鋭機械の導入は，いわゆる「垂直的国際的分業」の範曉では説明

Ｌえない状況といえるであろう（第２２，２３表）。

　繊維品の最大の輸入国であるアメリカは，１９６０年代後半から繊維製品の輸入

規制を強化してきたが，このアメリカにおいても繊維品輸入は近年発展途上諸

第２４表　アメリカにおげる綿織物輸入 （単位）ユ００万ヤード

１９７６ ７７ ７８ ７９　　　　　８０ ８１

合　　　計 ９４５ ．１ ６５３ ．７ ９３３ ．４ ６９５ ．８ ７１３ ．９ １， ０７８ ．２

目　　　本 ３６ ．０ ３３ ．７ ３１ ．５ ２０ ．８ ２１ ．９ ３１ ．９

香　　　港 ２０７．Ｏ １４８ ．５ １０７．９ １２２．６ １０８．１ １５８．９

中　　　国 １２４ ．１ ５３ ．Ｏ １３０ ．８ ７３ ．８ １２０ ．８ ２３５ ．９

台　　　湾 ６７．７ ５９ ．５ ８２．５ ４０ ．２ ７４ ．４ １１２ ．１

韓　　　国 ４８．４ ３７．７ ４０ ．１ ２６ ．９ ５９ ．７ ８８．５

バキスタソ
１１３ ．３ ４０．９ １０８．３ １２１ ．５ ８４．４ ユ２３ ．８

タ　　　　イ １７．４ １９ ．９ ３０ ．３ １７．８ １１ ．８ ３８．２

シソガポーノレ １０．６ ４． ７１ １９ ．７ １８．６ ２５ ．７ ２９ ．６

ブラジル
８． ６ ３． ５ ３６ ．２ ６． ２ ５． ２ ３６ ．８

そ　の　他 ３１２ ．０ ２４２．３ ２８３ ．１ ２４７．４ ２０１ ．９ ２２２．５

（出所）『昭和５３年度および昭和５６年度の輸出綿業界』（日本綿糸布輸出組合）

　　　　　　　　　第２５表　綿糸国別輸入量推移　　　　（単位）トン

誌筆１ブラジル中国韓国１一キスタソ 合計
１９６６

　６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

　８７９

１． ６５９

　７０２

２． ７４２

４． ００６

１． ２２５

２， ９６５

　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　一　　　　　　１０８

　－　　　　３ ，０１５

　－　　　　１２，３８２

　－　　　　１１ ．５１３

１． ７０３　　　　　　　８．１６８

３． ０３５　　　　　１４．９３９

４． ９０９　　　　　　１０．５１８

５． ３２２　　　　　　１４．８４１

２． ８６２　　　　　　１５．５１６

４． ０８１　　　　　５２．０１２

２． ７０５　　　　　　６０．８５４

２． ０３７　　　　　　４８．５０８

　５８９　　　　　　４０，３７９

　一　　　　　　６３
９． ８５８　　　　　　１０．４４１

１３ ．４１５　　　　　１４ ．７７０

２． ０９６　　　　　　２．６０４

７． ４１８　　　　　　１２．８７９

１２ ．２７４　　　　　　２５．６２１

２８．９６７　　　　　　４１ ．１３４

３５ ．７３５　　　　　４８．９１２

５． ９５７　　　　　　２５．９１３

１０．０１８　　　　　２６ ．５８３

１７．２７９　　　　　　３９ ．７１９

５． ９７２　　　　　　２６ ．８９６

１８．１３５　　　　　　７９ ．２１５

２３ ．０９９　　　　　　９４．４３２

１３ ．６３０　　　　　　６６ ．０２１

２６ ．４７０　　　　　７１ ，６６４

（出所）『通商白書』各年次より作成 。

（３２０）



　　　　　　　　　　　　日本繊維産業と外国貿場（岩田）　　　　　　　　　　　　４１

国の！ヱ アが増大しているのである 。綿織物をみると ，中国を含む極東地域の

ソェ アは増大しており ，１９８１年では５５劣も占めている 。かつてはアメリカは目

本綿織物の主要輸出市場であ ったが，国際競争力の低下は輸出市場の後退を余

儀なくされたのである（第２４表）。

　装置産業化しつつある紡績部門においても綿織物と同様に輸入が増大してい

る。 綿糸では１９８１年に７万１千トソを輸入しているが，これは国内綿糸生産の

１４％にまで達している 。綿糸はバキスタソ綿糸などを除いては全く輸入されて

いなか ったのであるが，７０年代に入 って輸入が急増し，とくに韓国からの輸入

が多いのである。なおバキスタソからの輸入増は，目本とバキスタソとの貿易

において目本の大幅な出超が続いており ，その不均街是正のために，バキスタ

ソの主要輸出品である綿糸の輸入を行 っていることと ，最近日本紡績協会が韓

国， バキスタソ綿糸についてダソピング提訴をしたことにあらわれているよう

に， 絶対的な低価格によっている（第２５表）。 この綿糸の輸入単価は６０年代の一

時期を除いて大幅な価格上昇がみられないが，これは紡績の技術革新が進んだ

ことと ，綿花価格があまり上昇しなか ったこと ，さらに７０年代以降の「円高」

によっているのである 。この綿糸価格は国内綿糸に比すれぼかなり安価にな っ

ている。綿糸の　般品である２０番手の国内価格は１９７４年５６６円，７５年５１５円
，

７６年６７３円，７７年６３９円，７８年５９６円，７９年６０２円，８０年６３２円 ，８１年６３４円（ｒ紡

績事情参考書』国内綿糸相場による）で，綿糸輸入平均単価（平均であるから２０番手

以上の高級品も含まれる）よりも高くな っているのである。この綿糸価格からも

国際競争力の低下をみることができよう（第２６表）。

　織物類や衣類の輸入は極東地域からのものが大半で，極東地域を含めた東南

アジアからの繊維輸入はユ９６２年にわずか２００万ド ノレ足らずであ ったのが８ユ年に

は１８億ド ノレ強にも増加している 。比率では同じ期間７％から５０％へとな った ・

これに中国を含めれぼ７０％は東南アジァ，極東地域からの輸入である 。とくに

韓国からの輸入はユＯ億ド ノレ を越え，台湾，香港なども１９７０年代以降輸入は大幅

に増加している 。これら極東の諸地域は，繊維品は主要輸出品で，韓国では総

輸出の３０％も繊維品に依存している 。そのうち目本は最大の輸出市場とな って

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３２１）



４２ 　立命館経済学（第３１巻 ・第３号）

第２６表　綿糸綿製品輸入単価推移　　（単位）１ｋｇ当り円

べ　綿花
１９５５

　５６

　５７

　５８

　５９

　６０

　６１

　６２

　６３

　６４

６５

　６６

６７

　６８

　６９

　７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

２９６

２７０

２５７

２４０

２０２

２１６

２２９

２２５

２２０

２２４

２２１

２１２

２０６

２３４

２２０

２１６

２３６

２４３

２２２

３７３

３５５

４０４

４７４

３１０

３６６

４２３

４３１

綿　　糸

　６６８

　５０５

４７４

　５６５

１． ８１１

　９３４

３． ８０２

４． ２６６

３． ２８８

１． ５４２

２． ８２３

２． １９５

　２７０

　２７１

３３０

３１２

３３６

３２６

　４６１

　６８２

４５６

　５６９

　６０７

　５１８

　６５５

　６１８

　６０５

綿織物
　４２７

１． ０５９

１． ４０７

　８６７

１． ９９８

１． ７８６

２． ６７７

２． ６９６

１． ５０２

　８０８

１． ２１２

１． ２３８

　８７３

　９７７

　７７９

　６９６

　７０８

　６２６

　７６３

１． ２６８

１． １４０

１． ３４０

１． ６５３

１． １５７

１． ３９３

１． ４４９

１， ２４４

二次製品

　３９７

　５４８

　５６９

　４９４

　５９６

１． １１０

１． ４７９

１． ５１０

１． ６７３

２． ６５７

３． ５３３

２． ５５８

３． ２５８

３． ２９６

２． ７１３

１． ７４０

１． ３４２

１． ２３６

１． ３９３

２． ０５２

２． ０１０

２． １５１

３． ２０１

２． ０７２

２． ４２８

２． ６７５

２， ７２１

　　　　（出所）　ｒ紡績事情参考書』

いる 。Ｎ
　Ｉ　Ｃ　ｓ といわれるこれら極東諸地域は，戦前の目本の資本主義の発展

期と同様に，繊維品を主要輸出品として外貨を獲得Ｌ，原材料，機械等の生産

力発展のための基礎資材を輸入するという貿易構造にな っている。戦前の日本

と異な っているのは，これら極東諸地域は，目本の再生産，貿易構造との関連

で， また目本資本を中心とした外国資本，外国技術の導入によっ て生産カを発

展してきているということ，別の言い方をすれぱ目本の再生産構造，貿易構造

に組み込まれた形態での生産カ発展であり ，目本を頂点とした国際的分業関係

が成立しているという点にある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（３２２）



　　　　　　　　　　　　目本繊緯産業と外国貿易（岩田）　　　　　　　　　　　　　 ４３

　繊維産業はこの目本と極東地域との国際的経済諸関係を最も特徴的に示して

いる産業であろう 。目本と韓国間では，韓国は輸出では２０％，輸入では４０％を

日本に依存している 。また台湾も輸出は１０～１５％，輸入は３０％日本に依存して

いる 。その輸出の大半が繊維製品なのである 。日本の戦後の生産力発展は，巨

大な装置産業である重化学工業部門を中心に行われてきた。繊維産業でも合繊 ，

紡績などの装置産業化しつつある部門は一定の発展があ ったが，いわゆる労働

集約的部門では集約化され，極東地域との分業化が進展してい ったのである 。

とくに韓国との関係が特徴的であるが，この韓国との分業化の促進は・１９６５年

の目韓条約締結以降のことで，賠償や援助なとによっ て韓国の産業基盤整備が

なされ，それは一方では目本資本の韓国進出の条件が作り出されてい ったので

ある 。６０年代後半から７０年代はまさに目本資本の韓国進出のラ ッシ ュ時であ っ

た。 台湾，香港などにもこの時期に大量の日本資本が進出していくが・被投資

国であるこれら極東地域では生産力が急速に拡大し，一部の部門では輸出産業

として成長してきたのである。それはやがて日本への輸出の拡大とた って現わ

れた。繊維産業はその典型でもある 。

　日本の繊維産業は，極東諸国からの輸入拡大によっ て， 生産の縮少を余儀な

くされてきた。いわば国際的分業の拡大に伴う ，新たな国際的分業の再編への

過程でもある。かつて日本の繊維産業は輸出依存の高い産業であ ったが・それ

が天然繊維部門をはじめ織物，衣類などの加工部門においても国際的競争力は

低下し，逆に輸入が拡大することとな った。この傾向はすでに明らかのように

１９６０年後半に入 ってからのことである。まさにこの時期は日本資本の海外進出

が増大した時期であり ，繊維産業においても過剰設備，過剰資本の存在が海外

進出の動機とな ったのである。繊維産業は海外進出を発展途上諾国・とりわげ

東南アシア極東地域に集中したのてあ った。しかし１９７４～５年恐慌は，世界的

な長期不況をもたらし，目本の繊維資本も海外進出を中断せざるをえない状況

とな ってきた。しかしこの問極東地域の繊維産業の発展はめざましく ，逆に日

本を主要輸出市場として生産拡大を行ってきた。ここに目本の繊維産業の長期

停滞の原因の一つがあ ったのである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３２３）




